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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象
少子化対策の
推進

市長を会長とする少子化対策会議を開催し、全庁的に連携
して少子化対策を検討し、一丸となって推進します。

市民全体 C

新規

市長を会長とする少子化対策会議を開催し、全庁的に連携して少

子化対策を検討し、一丸となって推進する。

こども支援課
全課

こどもも大人と同じくひとりの人間として権利を持つという考
え方のもと、すべてのこども・若者が自立した個人としてひと
しく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれてい
る環境等に関わらず、身体的・精神的・社会的に将来にわ
たって幸せな状態で生活を送ることができる「こどもまんな
か社会」の実現を目指します。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

広報誌やHPを利用し「こどもの人権」について広く啓発を行うととも

に、こども本人が「こどもの人権」を正しく理解するよう学校と協力し

ながら啓発促進に取り組む。 こども支援課

文部科学省「人権教育指導方法等の在り方について」に基
づき、人権に関する知的理解を深め人権感覚を養い、実践
につながるよう各小中学校へ指導します。

学童期・思
春期

A

継続

各校で人権教室を実施したり、人権作文コンクールに応募したり、啓

発資料の配付・活用を行っていく。
学校教育課

人権教育の推
進

「特別の教科　道徳」等での人権教育を継続するとともに、
人権擁護委員会の活動を各小中学校でも取り入れ、思いや
りの心、他者の人権を尊重する心等、意識の向上に取り組
みます。
各校での「人権教室」の実施に加え、中学校では「人権作文
コンクール」への応募、人権に関する資料の配付・活用など
啓発を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

各校で「人権教室」などを実施すると共に、中学校では「人権作文コ

ンクール」に積極的に応募するなど、啓発を図っていく。また市教委と

して人権尊重に関する資料や行事などの紹介を行っていく。 学校教育課

基礎学力向上
推進事業

年３回、各小中学校の代表による学力向上推進会議を開催
し、研究集録を作成し、学力向上の推進を図ります。全体で
の取り組みに加え、各校の取り組みを個別に支援する体制
の充実に努めます。

学童期・思
春期

A

継続

年３回学力向上推進会議を実施するとともに、研究収録を作成

し、学力向上の推進を図る。
学校教育課

国際理解教育
の拡充

各小中学校にＡＬＴ（外国語指導助手）を配置し、英語教育
を推進します。小学校での英語活動への対応を工夫し、小
学校からの英語教育の充実を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

全小・中学校へALTを配置し、英語教育の充実を図る。

学校教育課

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

(1)
将来に明るい希
望が持てる地域
社会の実現

(2)
人権尊重の推
進

(3)
生きる
力を育
む教育
の充実

①確か
な学力
を育て
る教育
の推進

こどもの人権等
に関する普及
啓発の促進
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

(3)
生きる
力を育
む教育
の充実

情報教育の充
実

児童生徒用一人一台端末や教師用端末を計画的に更新す
るとともに、学校全体の情報教育の充実を図ります。
情報モラルに関する研修を積極的に進め、情報モラル教育
の充実を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

校務支援パソコンにおいては、令和６年度にリース契約に変更し

500台市内小中学校へ設置できた。今後は、電子黒板の設置を進

める。 学校教育課

学校図書館利
活用推進事業
の推進

各小中学校に学校司書を配置し、学校図書館としてこども
たちの読書環境の充実を図り、本に親しむこどもたちを増や
します。

学童期・思
春期

A

継続

全小中学校に学校司書を配置し、子ども達の読書環境の充実を図

る。
学校教育課

キッズシアター
の開催

キッズシアター（演劇教室）を開催し、演劇鑑賞を通して、児
童の感性や創造性、人間性など豊かな情操の育成を図りま
す。

学童期・思
春期

A

継続

演劇鑑賞を通して、児童の感性や創造性、人間性など豊かな情操

を育んでいく。

市内の小学3年生から6年生対象に行う。 生涯学習課

幼児期・学
童期・思春
期

A

継続

・資料の充実(適切な更新)

・児童サービス担当職員

　りぶらん）正2人、会計年度任用職員6人

　地域館）会計年度任用職員8人

・学校図書館司書のサポート・育成担当１人

・ブックスタート事業(1歳児対象)

・しらかわ子育てウェルカムブック(3歳児対象)

・学校図書館・児童クラブへの貸出・配本

・図書館見学、職場体験学習などの対応

・学校でのおはなし会・ブックトーク（大信）

・児童読書感想画展（学校）の実施

・手づくり絵本展・だれでもブックデザイナー（児童クラブ等）の実

施

・新一年生への読書ノート配付

・おはなし会ボランティアとの協力

・10代向け図書館だより「SASUKENE」の発行

図書館

「第三次白河市子ども読書活動推進計画（令和５年策定）」
に基づき、図書館での調べ学習等に対応できる資料の充
実、児童サービスに関する専門性を持った図書館職員の育
成・配置、ブックスタート事業による図書の配布に取り組むと
ともに、幼稚園、保育園、認定こども園、学校と連携を図りな
がら読書活動の推進に努めます。
また、10代に向けた図書館だより「ＳＡＳＵＫＥＮＥ」の発行、
読み聞かせボランティアの協力による幼児から小学生向け
の読み聞かせ等、図書館をより身近なものとして感じてもら
うための活動を推進します。

子どもの読書
活動推進事業
の実施

①確か
な学力
を育て
る教育
の推進

②豊か
な人間
性を育
む教育
の推進
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

(3)
生きる
力を育
む教育
の充実

幼児期 A

継続

公立保育園　　５園

公立幼稚園　　７園

私立保育園等　１０園（補助金交付）

私立幼稚園等　６園（補助金交付）

こども育成課

学童期・思
春期

A

継続

図書館での調べ学習等に対応できる資料の充実、児童サービスに

関する専門性を持った図書館職員の育成・配置、ブックスタート事

業による図書の配布に取り組むとともに、幼稚園、保育園、認定こど

も園、学校と連携を図りながら読書活動の推進に努める。

学校教育課

図書館活動の
推進

「おはなし会」等のこどもと本を結ぶ行事や本に関する相談
業務を行い、発達段階に応じた楽しく豊かな本との出会いを
推進します。

幼児期・学
童期・思春
期・青年期

A

継続

・ちびっこおはなしのくに(0～3歳向けおはなし会）

・おはなし会（3歳～小学校低学年向けおはなし会）

・夏・冬のおはなし会（おはなしと工作）

・東図書館おはなし会

・大信図書館おはなし会

・児童、ティーンズコーナーでのテーマ展示

図書館

道徳教育の充
実

各小中学校で「特別の教科　道徳」に取り組み、その実施状
況について全校調査を継続して実施し、学習状況や道徳性
の成長の様子など学校教育全体を通した適切な評価ができ
るよう指導法の啓発に努めます。また、研究指定校の取り
組みを各校に情報共有し、研究成果を全校に拡げます。

学童期・思
春期

A

継続

各校で「特別の教科　道徳」に取り組み、その実施状況については全

校調査を行って把握した。昨年度の東北中学校での授業公開を好

機に、市内全校で道徳科の授業研究の推進に努める。 学校教育課

多様な体験活
動の推進

小中学校を通して地域とふれあう機会を設定し、多様な体
験活動を推進します。
小学校では総合学習の時間等に地域を知る活動や地域に
関わる授業を、中学校では職業体験活動を実施します。

学童期・思
春期

A

継続

小中学校を通して地域とふれあう機会を設定し、多様な体験活動を

推進する。

小学校では総合学習の時間等に地域を知る活動や地域に関わる授

業を、中学校では職業体験活動を実施する。

学校教育課

白河市歴史・文
化再発見事業

小学１年生から中学３年生までが体験を通じて系統的に白
河の歴史、文化について学ぶ機会を設定し、生まれ育った
白河市に誇りを持つ学習を推進します。

学童期・思
春期

A

継続

各小・中学校において、それぞれの地域及び白河の歴史、文化につ

いて学ぶ学習を実施する。また、今年度は特別に松平定信公の功

績について小学校全学年で特別出前授業を実施する。 学校教育課

「第三次白河市子ども読書活動推進計画（令和５年策定）」
に基づき、図書館での調べ学習等に対応できる資料の充
実、児童サービスに関する専門性を持った図書館職員の育
成・配置、ブックスタート事業による図書の配布に取り組むと
ともに、幼稚園、保育園、認定こども園、学校と連携を図りな
がら読書活動の推進に努めます。
また、10代に向けた図書館だより「ＳＡＳＵＫＥＮＥ」の発行、
読み聞かせボランティアの協力による幼児から小学生向け
の読み聞かせ等、図書館をより身近なものとして感じてもら
うための活動を推進します。

子どもの読書
活動推進事業
の実施

②豊か
な人間
性を育
む教育
の推進
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

②豊か
な人間
性を育
む教育
の推進

白河市歴史民
俗資料館・小峰
城歴史館の活
用

歴史民俗資料館・小峰城歴史館において、企画展・特別企
画展を開催し、あわせて図録・資料目録・報告書等を刊行す
ることで、白河の歴史文化に関する学びや、文化財に接す
る機会を提供します。

学童期・思
春期・青年
期

A

継続

令和7年度は、大河ドラマ活用推進事業の一環として、白河藩主松

平定信に関する特別企画展（会場：小峰城歴史館）を開催予

定。 文化財課

幼児期・学
童期・思春
期

A

継続

各校の体力向上推進計画に基づき体力向上に努めるとともに、小

中学校においては、タブレットを活用しながらコオーディネーショント

レーニングを体育の時間を中心に取り入れ、心身の健やかな成長に

努める。

学校教育課

幼児期 A

継続

学校教育課と連携して実施する。

こども育成課

運動部活動の
支援

地域人材による部活動指導員を配置し、運動部活動の支援
を行うとともに、体罰等の根絶に向けて服務倫理委員会等
の取り組みを推進します。
また、学校のニーズにより、部活動指導員の配置人数を検
討します。

学童期・思
春期

B

拡充

地域人材による部活動指導員を配置し、運動部活動の支援を行う

とともに、体罰等の根絶に向けて服務倫理委員会等の取り組みを推

進する。

また、学校のニーズにより、部活動指導員の配置人数を検討する。

学校教育課

A

継続

乳幼児健康診査時に保健指導・栄養指導を実施する。
こども支援課

A

継続

小学６年生を対象に尿中塩分摂取推定量の測定及び希望する小

学校に医師または保健師・管理栄養士による減塩教育を実施する

とともに、小学生に「へる塩健康応援店の紹介」チラシや減塩に関す

るパンフレットを配付し、こどもを通じて保護者へ減塩の普及啓発を

図る。また、食生活改善推進協議会では、毎月19日の「食育の日」

に街頭活動を実施し、バランスの良い食事や減塩、野菜摂取の大

切さなどを食を通じた健康づくり活動を推進する。

健康増進課

A

継続

「白河市食育推進計画」に基づき、幼稚園、保育園、認定こども園

を訪問し幼少期から食について学ぶ機会を提供するとともに、「早

寝・早起き・朝ごはん」の定着をはじめとした家庭での食育の推進を

図る。

こども育成課

「白河市食育推進計画」に基づき、幼稚園、保育園、認定こ
ども園を訪問し幼少期から食について学ぶ機会を提供する
とともに、「早寝・早起き・朝ごはん」の定着をはじめとした家
庭での食育の推進を図ります。
各小中学校では、食に関する全体計画に基づき、食事の重
要性等について理解を深め、自ら健康な食生活をしようとす
る実践力と、食に関わる人々に対する感謝の心を養いま
す。また、小学６年生を対象に尿中塩分摂取推定量の測定
を希望する小学校に医師または保健師・管理栄養士による
減塩教育を実施するとともに、小学生に「へる塩健康応援店
の紹介」チラシを配付し、こどもを通じて保護者へ減塩の普
及啓発を図ります。
献立表やおたより等を活用して食育の情報や食に関する正
しい知識の普及を図るとともに、食生活に関するアンケート
を実施して結果を学校・保護者に周知します。
食生活改善推進協議会では、毎月19日の「食育の日」に街
頭活動を実施し、バランスの良い食事や減塩、野菜摂取の
大切さなどを食を通じた健康づくり活動を推進します。

子どもの体力・
運動能力向上
事業の推進

食育事業の推
進

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

幼稚園、保育園、認定こども園、小中学校において、コオー
ディネーショントレーニング（運動による身体への刺激を通し
て学習する能力を高めるとともに知性や感性の向上を図る
もの）を導入し、バランスよく体力・運動能力を高めるように
します。

③健や
かな体
を育て
る教育
の推進

(3)
生きる
力を育
む教育
の充実
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

A

継続

献立表やおたより等を活用して食育の情報や食に関する正しい知識

の普及を図るとともに、食生活に関するアンケートを実施して結果を

園及び保護者に周知する。
こども育成課

A

継続

小中学校においては、食に関する全体計画に基づき、食事の重要性

等について理解を深め、自ら健康な食生活をしようとする実践力と、

食に関わる人々に対する感謝の心を養う。
学校教育課

A

継続

各学校の食に関する全体計画に基づき、食育の授業、個別指導を

実施する。

献立表やおたより等を活用して食育の情報や食に関する正しい知識

の普及を図る。

食生活に関するアンケートを実施し、結果を学校・保護者に周知す

る。

健康給食推
進室

A

継続

小中学校においては、継続的にフッ化物洗口を実施するとともに、養

護教諭や歯科衛生士による講話などにより、口腔の健康管理に対

する理解を深め、う歯予防につなげる。

こども支援課
学校教育課

A

継続

フッ化物歯面塗布やフッ化物洗口事業の実施、さらには歯科衛生士

による講話などにより、口腔の健康管理に対する理解を深め、実践

につなげる。
こども育成課

スクールカウン
セラー配置事業

各小中学校にスクールカウンセラーを配置し、児童・生徒、
保護者にカウンセリングを行います。また、スクールカウン
セラーと教職員によるコンサルテーションを行い、関係機関
との連携を図りながら、問題の早期対応につなげます。
※コンサルテーション
　相談、専門家の診断や鑑定を受けること

学童期・思
春期

A

継続

各小中学校にスクールカウンセラーを配置し、児童・生徒、保護者に

カウンセリングを行う。また、スクールカウンセラーと教職員によるコン

サルテーションを行い、関係機関との連携を図りながら、問題の早期

対応につなげる。

学校教育課

教育支援セン
ターの開設

不登校の児童生徒のために教育支援センター「さわやか教
室」を心の居場所として機能させ、小集団活動によりコミュニ
ケーション能力を育むとともに、学校や保護者との連携を密
にし、本人の興味や意思を踏まえ、学校復帰が図られるよう
にします。

学童期・思
春期

A

継続

不登校の児童生徒のために教育支援センター「さわやか教室」を心

の居場所として機能させ、小集団活動によりコミュニケーション能力

を育むとともに、学校や保護者との連携を密にし、本人の興味や意

思を踏まえ、学校復帰が図られるようにする。

学校教育課

口腔の健康管
理

幼児期・学
童期・思春
期

「白河市食育推進計画」に基づき、幼稚園、保育園、認定こ
ども園を訪問し幼少期から食について学ぶ機会を提供する
とともに、「早寝・早起き・朝ごはん」の定着をはじめとした家
庭での食育の推進を図ります。
各小中学校では、食に関する全体計画に基づき、食事の重
要性等について理解を深め、自ら健康な食生活をしようとす
る実践力と、食に関わる人々に対する感謝の心を養いま
す。また、小学６年生を対象に尿中塩分摂取推定量の測定
を希望する小学校に医師または保健師・管理栄養士による
減塩教育を実施するとともに、小学生に「へる塩健康応援店
の紹介」チラシを配付し、こどもを通じて保護者へ減塩の普
及啓発を図ります。
献立表やおたより等を活用して食育の情報や食に関する正
しい知識の普及を図るとともに、食生活に関するアンケート
を実施して結果を学校・保護者に周知します。
食生活改善推進協議会では、毎月19日の「食育の日」に街
頭活動を実施し、バランスの良い食事や減塩、野菜摂取の
大切さなどを食を通じた健康づくり活動を推進します。

食育事業の推
進

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

フッ化物歯面塗布やフッ化物洗口事業の実施、さらには歯
科衛生士による講話などにより、口腔の健康管理に対する
理解を深め、実践につなげます。

(3)
生きる
力を育
む教育
の充実

③健や
かな体
を育て
る教育
の推進

④教育
支援体
制の充
実
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

特別支援教育
支援員配置事
業

特別な支援を必要とする児童生徒の学校生活をサポートす
るための支援員を配置するとともに、資質向上のための研
修会を定期的に実施します。

学童期・思
春期

A

継続

５１名の支援員を配置する。

学校教育課

生徒指導体制
の充実

いじめ等の問題に対し生徒指導主事を中心に迅速に対応
できるよう、「いじめ対策連携協力会議」（生徒指導協議会）
等を通した体制の充実を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

いじめ等の問題に対し生徒指導主事を中心に迅速に対応できるよ

う、「いじめ対策連携協力会議」（生徒指導協議会）等を通した体

制の充実を図る。 学校教育課

生徒指導に関
する学校支援

担当指導主事等が各学校を訪問し、生徒指導上の課題等
について協議を行います。
各学校において、スクールカウンセラーを活用したＱＵテスト
の研修会を実施します。
※ＱＵテスト
　学校生活意欲と学級満足度の２つの尺度で構成されてお
り、学級経営のための有効な資料が得られるとともに、いじ
めや不登校などの問題行動の予防と対策につながる。

学童期・思
春期

A

継続

担当指導主事等が各学校を訪問し、生徒指導上の課題等について

協議を行う。

各学校において、スクールカウンセラーを活用したＱＵテストの研修

会を実施する。 学校教育課

家庭児童相談
事業

家庭児童相談室では、０歳から18歳未満のこどもと子育て
当事者を対象に、こどもを取り巻く様々な問題における相談
において、必要な関係機関につなげます。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

家庭児童相談室では、０歳から18歳未満のこどもと子育て当事者

を対象に、こどもを取り巻く様々な問題における相談において、必要

な関係機関につなげる。 こども支援課

こども家庭セン
ターの設置

令和６年４月に、これまでの「子育て世代包括支援センター」
と「子ども家庭総合支援拠点」を一体化し、「こども家庭セン
ター」として、全ての妊産婦・子育て家庭・こどもへの新たな
支援体制をスタートさせました。
関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支
援につなげます。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支援につな

げる。

こども支援課

(3)
生きる
力を育
む教育
の充実

④教育
支援体
制の充
実
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

学校経営の充
実

各小中学校の学校経営ビジョンに基づいた児童・生徒の育
成、教職員の指導力向上、保護者・地域との連携強化を推
進し、「生きる力を育む教育の充実」を図ります。
保護者や地域の方々が授業や行事に参加できるよう工夫
し、開かれた学校づくりに努めます。

学童期・思
春期・子育
て当事者

A

継続

各小中学校の学校経営ビジョンに基づいた児童・生徒の育成、教職

員の指導力向上、保護者・地域との連携強化を推進し、「生きる力

を育む教育の充実」を図る。

保護者や地域の方々が授業や行事に参加できるよう工夫し、開か

れた学校づくりに努める。

学校教育課

学校運営協議
会の活用

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の運営を充実させ
るとともに、地域住民等に学校活動を知ってもらう機会を増
やすことで、地域の実情も踏まえた実効性のある学校評価
につなげるとともに、学校経営ビジョンへ反映されるよう協議
会の活性化を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の運営を充実させるとと

もに、地域住民等に学校活動を知ってもらう機会を増やすことで、地

域の実情も踏まえた実効性のある学校評価につなげるとともに、学

校経営ビジョンへ反映されるよう協議会の活性化を図る。

学校教育課

教職員の資質
の向上

年度ごとに研究公開を実施することで、積極的に研修に取
り組む教職員を増やし、その成果を教員同士が共有するこ
とにより、資質向上を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

白河一小、白河中央中で研究公開を実施し、積極的に研修に取り

組む教職員を増やし、その成果を教員同士が共有することにより、

資質向上を図る。 学校教育課

安全管理の推
進

毎月「安全の日」を設定して安全点検を実施するとともに、
日常の安全管理を徹底し、児童生徒の事故防止に努めま
す。

学童期・思
春期

A

継続

毎月「安全の日」を設定して安全点検を実施するとともに、日常の安

全管理を徹底し、児童生徒の事故防止に努める。
学校教育課

施設の整備・維
持管理

快適で安全・安心な学校環境を提供するために、老朽校舎
の改築や改修など、学校施設の整備を計画的に行います。
児童クラブの防犯対策を推進するとともに、待機児童対策を
考慮した施設の整備を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

快適で安全・安心な学校環境を提供するために、老朽校舎の改築

や改修など、学校施設の整備を計画的に行う。
教育総務課

A

継続 学校教育課

A

継続 こども育成課

教職員研修の一環として小中学校教職員が幼稚園で体験研修を

行うとともに、「指導要録」や「保育要録」の記載事項を共有すること

で児童理解を深め、就学前後の連携強化を図る。

教職員研修の一環として小中学校教職員が幼稚園で体験
研修を行うとともに、「指導要録」や「保育要録」の記載事項
を共有することで児童理解を深め、就学前後の連携強化を
図ります。

保育園・幼稚
園・認定こども
園と小学校の
連携

幼児期・学
童期

(3)
生きる
力を育
む教育
の充実

⑤教育
環境の
充実
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

３年保育の実
施・充実

公立幼稚園７園、私立幼稚園６園全園で３年保育を実施し
ています。今後も幼児期の発達段階に応じた教育内容・方
法などの充実に努めます。
※３年保育
　３月末で満３歳になっているこどもが入園する制度

幼児期 A

継続

年長児のフォローアップ時・経過観察児について小学校と情報共有

を図るとともに、「就学時の引継ぎシート」を活用し、小学校入学後

の適切な支援につなげる。 こども育成課

教職員の資質
の向上

西白幼稚園教育研究協議会の研究テーマに基づき、定期
的に現職教育を行い、園外研修についても積極的な参加を
促進します。

幼児期 A

継続

西白幼稚園教育研究協議会の研究テーマに基づき、定期的に現職

教育を行い、園外研修についても積極的な参加を促進する。
こども育成課

教育環境の充
実

園児が自発的、主体的な態度を養うことができるように、興
味を持って取り組める教材、遊具等の整備を図ります。
また、３年ごとに定期点検を実施し、優先順位を決めて修繕
を進めます。

幼児期 A

継続

保育園・幼稚園の遊具点検を実施する。

こども育成課

施設の整備・維
持管理

A

継続

（仮称）表郷こども園建設（R8まで）

こども育成課

A

継続

保育園 20箇所想定

幼稚園 20箇所想定

修繕実施予定
こども育成課

私立幼稚園・保
育園・認定こど
も園への振興
助成

私立幼稚園・保育園・認定こども園の幼児教育の振興を図
るため、市内の各園に対し助成金の支給を行います。

幼児期 A

継続

私立幼稚園と認定こども園（幼稚部）の幼児教育の振興を図るた
め、市内の各園に対し助成金の支給を行う。

こども育成課

(4)
多様な
学びと
居場所
づくり

①多様
な学
び・体
験機会
の拡充

学校施設の開
放

市民の文化、スポーツ等の振興を図ることを目的に、学校
施設を地域の活動の場として開放します。市立学校20校の
体育館、校庭及び特別教室を、学校教育に支障のない範囲
で開放します。また、施設利用申請の方法について、簡素
化及びデジタル化等の見直しを図ります。

学童期・思
春期

A

継続

市民の文化、スポーツ等の振興を図ることを目的に、学校施設を地

域の活動の場として開放する。市立学校20校の体育館、校庭及び

特別教室を、学校教育に支障のない範囲で開放する。また、施設

利用申請の方法について、簡素化及びデジタル化等の見直しを図

る。

教育総務課

幼児教育の質的変化や新たなニーズに対応するため、長期
的な幼児数の変動を把握し、適正な施設の整備に努めま
す。
幼児教育にふさわしい環境づくりを目指し、表郷地区の幼稚
園・保育園を統廃合し、認定こども園を開園するほか、施設
の適正な維持管理と施設の統廃合を含めた老朽化対策を
計画的に推進します。

幼児期

(3)
生きる
力を育
む教育
の充実

⑥幼児
教育の
推進
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

スポーツ教室の
開催

青年期以上を対象とした各種スポーツ教室に加え、幼児・児
童に対し身体を動かす楽しみを提供するとともに、親子のふ
れあいを図るなど内容を充実させ、心身ともに健全な青少
年の育成への一助とします。

幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

青年期以上を対象とした各種スポーツ教室に加え、乳幼児や児童

に身体を動かす楽しみを提供するとともに、児童・生徒にレベルアップ

を図る教室を開催するなど、幅広く内容を充実させ、心身ともに健全

な青少年の育成への一助とする。

スポーツ振興
課

スポーツ少年団
活動への支援

白河市スポーツ少年団本部加盟団体に対し運営費の一部
を助成し、スポーツ活動を通した心身の健全な育成を目指
す活動の広がりを推進します。

学童期・思
春期

A

継続

白河市スポーツ少年団本部加盟団体に対し運営費の一部を助成

し、スポーツ活動を通した心身の健全な育成を目指す活動の広がり

を推進する。

スポーツ振興
課

文化芸術活動
の推進

文化芸術に関するワークショップやアウトリーチなど、参加
体験型の事業を実施し、小さい頃から気軽に文化芸術に触
れ親しめる機会の充実を図ります。

幼少期・学
童期・思春
期

A

継続

・アウトリーチ事業「モンゴル馬頭琴演奏」（6/10～6/13）

小学校7校

・まちなか音楽2025（10/11～10/12） 文化振興課

白河文化交流
館コミネスの活
用

こどもたちの表現力や創造力を養い、感受性豊かな成長を
促すため、芸術文化の鑑賞機会や参加体験型事業の充実
を図ります。
また、文化活動支援として幼稚園、保育園、認定こども園、
学校が授業または大会、発表会等のために施設を利用する
場合に使用料を免除します。

幼児期・学
童期・思春
期

A

継続

・コミネスキッズフェスティバル「タニケンバンド、ウタウ☆カイゾクダン」

（8/10）

・イギリスの人形劇団ピクルドイメージ「ヤナと雪男」（11/3） 文化振興課

公民館活動の
推進

小学生を対象とした教室を開催し、施設見学や様々な体験
を通して、他校や異学年との交流を図り、児童の健やかな
心身の発達と思いやりや向上心を高める活動を展開しま
す。

学童期 A

継続

小学生を対象とした教室を開催し、施設見学や様々な体験を通し

て、他校や異学年との交流を図り、児童の健やかな心身の発達と思

いやりや向上心を高める活動を展開する。 中央公民館

A

継続
スポーツ振興

課

A

継続
まちづくり推
進課

C

新規

令和9年度の開所に向けて準備を進める。

こども支援課

天候等に左右されず、安心・安全に遊べる屋内遊具施設を設置・促

進することで、こどもたちの心身の健全育成を図るとともに、親子の

ストレス解消や子育て支援の場を提供する。

幼児期・学
童期・子育
て当事者

市内2か所にある遊び場の利用を促進し、親子のストレス解
消とこどもの心身の健全育成を図ります。また、令和9年度
開所予定の複合施設内に屋内遊び場を設置し、これまで幼
児期中心だったものを小学生も利用できる施設とし、こども
たちの健やかな心身の発達を図ります。

屋内遊具施設
の設置

(4)
多様な
学びと
居場所
づくり

①多様
な学
び・体
験機会
の拡充
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

歴史民俗資料
館・小峰城歴史
館活動の推進

歴史民俗資料館は白河の通史、小峰城歴史館は史跡「小
峰城跡」について学ぶことができる施設です。実際の文化財
に接する機会を提供するとともに、パネルや模型や映像を
まじえた解説により、地域の歴史文化に対する多様な学び・
体験の機会を提供します。

学童期・思
春期・青年
期

A

継続

令和7年度も引き続き、「白河の歴史・文化再発見事業」の一環と

して、市内小中学校全校の小峰城歴史館見学を受け入れる。また、

中学校に対しては白河の古代・松平定信についての出前授業も実

施するなど、教育普及活動に努める。
文化財課

自然の大切さ
を学ぶ機会の
創出

木工教室や森林環境パネル展等で構成する「子ども自然体
験フェスティバル」を開催し、こどもたちが豊かな自然（森林）
や木材にふれあい、森林や木材の大切さを認識する機会を
提供します。

幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

C

新規

木工教室や森林環境パネル展等で構成する「子ども自然体験フェス

ティバル」を開催し、こどもたちが豊かな自然（森林）や木材にふれ

あい、森林や木材の大切さを認識する機会を提供する。 農林整備課

「市民共学」出
前講座の活用

申し込みがあった団体や学校等に、公的機関の職員や登
録会員が講師として出向き、「市民共学」出前講座を開催し
ます。
市ホームページ等により、出前講座の活用促進に努めま
す。

幼児期・学
童期・思春
期・青年期

A

継続

自主的に活動している団体・サークルの会員が講師・スタッフとして

依頼のあった学校・団体等を訪問し、講座を開催するなど推進を図

る。 生涯学習課

青少年育成関
係団体への支
援

こどもたちの好奇心や探求心に応える活動を行うボーイスカ
ウト活動に対し運営費の一部を助成し、心身ともに健全な人
材の育成とともに多様な学びを推進します。

学童期・思
春期

A

継続

引き続き、ボーイスカウトの活動支援を行う。

生涯学習課

総合型地域ス
ポーツクラブの
支援

地域住民が主体的に運営し、地域の誰もが参加できるス
ポーツクラブでは、多世代間の交流の機会も提供します。
クラブの自主事業及び未設置の地域がクラブを立ち上げる
際に補助金を交付します。

学童期・思
春期・青年
期

A

継続

地域住民が主体的に運営し、地域の誰もが参加できるスポーツクラ

ブに支援することで、こどもから高齢者まで、幅広い世代の交流を図

るとともに、こどもたちの多様な社会性を育む機会を提供する。

また、クラブの自主事業及び新たにクラブを立ち上げる際に補助金

を交付する。

スポーツ振興
課

②居場
所づく
り

複合施設の整
備

市民会館跡地に、令和９年度の完成を目指して「生きがい
づくり」「子育て支援」「交流」などの多機能型の複合施設を
整備し、学びや交流、憩いの場を提供します。

幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

C

新規

令和９年度の完成を目指して「生きがいづくり」「子育て支援」「交

流」などの多機能型の複合施設を整備する。

関係各課

(4)
多様な
学びと
居場所
づくり

①多様
な学
び・体
験機会
の拡充
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

放課後子ども
教室推進事業

学校の余裕教室等を活用し、希望する児童を対象に勉強や
スポーツ・文化活動などの体験や地域住民との交流など、
地域の特性を活かした活動を行います。

学童期 A

継続

学校の余裕教室等を活用し、希望する児童を対象に勉強やスポー

ツ・文化活動などの体験や地域住民との交流など、地域の特性を生

かした活動を行う。 こども育成課

子どもの居場
所づくり支援事
業

様々な支援を必要とするこどもたちのために、地域での居
場所（こども食堂）をつくり、食事・団らんの場の提供や学習
支援を行います。

幼児期・学
童期・思春
期

A

継続

様々な支援を必要とするこどもたちのために、地域での居場所（こど

も食堂）をつくり、食事・団らんの場の提供や学習支援を行う。
こども支援課

家庭教育学級
への支援

家庭教育は、家族とのふれあいや共同体験を通じ、「生きる
力」の基礎的な資質や能力を育成するものであり、すべての
教育の出発点です。各学校等で開催する家庭教育学級事
業費の一部を助成し、その取り組みを支援します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

各学校等で開催する家庭教育学級事業費の一部を助成し、その取

り組みを支援する。

生涯学習課
教育総務課

コミュニティ活
動への支援

コミュニティ活動を支援するために、「市民共学」出前講座の
活用を促進します。

市民全体 A

継続

各種出前講座を通して、市民のコミュニティ活動を支援していく。

生涯学習課

本とのふれあ
い

１歳児健康診査時に読み聞かせと絵本のプレゼント、３歳児
健康診査時に図書館で使える引換券の配付を実施すること
で、読書を通じ親と子がコミュニケーションを育む機会を提
供します。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

・ブックスタート事業(1歳児健康診査時)

　読み聞かせと絵本のプレゼント

・しらかわ子育てウェルカムブック(3歳児健康診査受診者対象）

　3歳児健康診査で読み聞かせと絵本引換券の配付、図書館来館

時に引換券を持参すると絵本プレゼント
図書館

マタニティコン
サートの開催

妊娠した女性たちに心身ともにリラックスする機会を提供す
るため、コミネスを会場に妊婦とこどもを対象としたマタニ
ティコンサートを実施します。

妊娠期・乳
幼児期・子
育て当事者

A

継続

・マタニティ＆コンサート「木管アンサンブル～魔法の笛吹き～」

（5/12）
文化振興課

②居場
所づく
り

(5)
家庭・
地域の
教育力
の向上

①家庭
教育の
推進

(4)
多様な
学びと
居場所
づくり
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白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

①家庭
教育の
推進

子育て支援・地
域活動事業

市内の認可保育園12園で毎月１～２回、保育園を開放し、
未就園親子を中心にふれあい遊びや育児相談を行います。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

市内の認可保育園12園で毎月１～２回、保育園を開放し、未就

園親子を中心にふれあい遊びや育児相談を行う。
こども育成課

子ども会育成
支援事業

「全国子ども会安全共済会」の保険加入手続きや青少年育
成関係事業の情報提供を行います。

幼児期・学
童期・子育
て当事者

A

継続

「全国子ども会安全共済会」の保険加入手続きは、ウェブサイトから

申し込みが可能となり、事務の軽減を図る。

青少年育成関係事務の情報提供については、引き続き行う。
生涯学習課

青少年健全育
成市民会議へ
の支援

白河市青少年健全育成市民会議が行う「青少年健全育成
推進大会」や、各地域の市民会議に対し、必要な支援を行
います。

学童期・思
春期

A

継続

市内中学2年生を対象に舞台芸術鑑賞及び「少年の主張」発表を

実施した。また、青少年健全育成に功績のあった功労者の表彰を

実施する。 生涯学習課

白河市少年セン
ター事業

少年補導員による地域の実情を踏まえた補導活動や育成
環境の浄化活動等のほか、関係機関と連携しながら、青少
年の非行防止と健全な育成を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

問題少年の早期発見及び早期補導を行う。

生涯学習課

白河市少年補
導員連絡協議
会への支援

市主催の少年補導員研修会を実施するほか、福島県少年
センター連絡協議会研修会へ参加する等、少年補導員の資
質向上を図るための支援を行います。

学童期・思
春期

A

継続

市主催の補導員研修会を実施する。

また、福島県少年センター連絡協議会研修会へ参加する。

生涯学習課

(5)
こど
も・若
者の意
見表明
の機会
の充実

①こど
も・若
者の意
見表明
の機会
の充実

「仁のつどい」
の開催

各小中学校から代表生徒が集まり、小学生は思いやりに関
わる本の紹介や感想の発表、中学生は各校におけるいじめ
防止の取り組みの発表やいじめ問題についての話し合いを
行います。

学童期・思
春期

A

継続

各小中学校から代表生徒を集め、小学生は思いやりに関わる本の

紹介や感想の発表、中学生は各校におけるいじめ防止の取り組み

の発表やいじめ問題についての話し合いを行う。
学校教育課

(5)
家庭・
地域の
教育力
の向上

②青少
年健全
育成支
援活動
の推進

12



白河市こども計画 1.未来へつながる こども・若者が主役のまち

小項目 対象

取組

方針
具体的な事業内容

担当課

令和７年度　指針
主な取り組み・事業施策の展開

基本
施策

①こど
も・若
者の意
見表明
の機会
の充実

市長と語る「未
来フォーラム」
の開催

市長や市職員が各中学校を訪問し、生徒たちと白河の未来
に向けた意見交換を行います。市長や市職員との対話を通
じて、中学生が将来を担うひとりとしての自覚を高めるととも
に、郷土愛の醸成を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

各中学校で、白河市行動計画にある「まちづくりの理念」をもとに、

パネルディスカッションや懇談を行う。中学生の提案について、市長や

市職員と話し合ったり講話を聞いた入りして、ふるさと白河に対する

郷土愛を育む。
学校教育課

②こど
も・若
者の声
を生か
したま
ちづく
りの推
進

こどもの声を生
かしたまちづく
りの推進

こども・若者の意見や要望をまちづくりに反映するため、企
画や意見の発表の場を提供する環境づくりに努めます。

幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

こども・若者の意見や要望をまちづくりに反映するため、企画や意見

の発表の場を提供する環境づくりに努める。

関係各課

(5)
こど
も・若
者の意
見表明
の機会
の充実
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白河市こども計画 2.こどもと子育て家庭が健やかに明るく育つまち

小項目 対象
母子健康手帳
の交付

妊娠、出産、こどもの成長記録として活用できるよう、妊娠
届時に母子健康手帳を交付します。交付時に母子健康手帳
及び妊婦健康診査受診票の使い方の説明、母子保健事業
の紹介、妊娠中の生活についての指導、こども医療費助成
制度及び児童手当の手続きの説明を行います。

子育て当事
者（妊娠
期）

A

継続

妊娠、出産、こどもの成長記録として活用できるよう、妊娠届時に母

子健康手帳を交付します。交付時に母子健康手帳及び妊婦健康

診査受診票の使い方の説明、母子保健事業の紹介、妊娠中の生

活についての指導、こども医療費助成制度及び児童手当の手続き

の説明を行う。

こども支援課

父子健康手帳
の交付

父親の育児参加を促すため、育児に関する基本情報やこど
もの心と体の発達等が記載されている『イクメンビギナー必
携ノート』を第1子の父親に対して、母子健康手帳とあわせ
て交付します。

子育て当事
者（妊娠
期）

A

継続

父親の育児参加を促すため、育児に関する基本情報やこどもの心と

体の発達等が記載されている『イクメンビギナー必携ノート』を第1子

の父親に対して、母子健康手帳とあわせて交付します。 こども支援課

プレコンセプ
ションケア

婚姻届を提出した夫婦で将来妊娠を希望する女性と、妊娠
届を提出し母子健康手帳の交付を受けた妊婦に対して葉酸
摂取に関するリーフレットを配付し周知啓発を行います。
※プレコンセプションケア
　将来の妊娠を考え、妊娠前から女性やカップルが自分た
ちの生活や健康に向き合い、健康づくりに取り組むこと。
（プレ＝～の前に　/　コンセプション＝妊娠、受胎）
※葉酸（ようさん）
　ビタミンB群の栄養素で、妊娠初期に「神経管」(脳や脊髄
のもと)が正常に形成されるために欠かせないビタミン。ま
た、「造血ビタミン」とも呼ばれ、妊娠期の貧血や高血圧症候
群の予防にも効果がある。

青年期・子
育て当事者
（妊娠期）

C

新規

二十歳の集いの対象となる男女と、妊娠届を提出し母子健康手帳

の交付を受けた妊婦に対して葉酸摂取に関するリーフレットを配付し

周知啓発を行う。

こども支援課

妊産婦健康診
査

妊娠、出産後の母体の健康状態を診査するため、妊娠中15
回、産後2回分の受診票を母子健康手帳交付時に配付しま
す。また、里帰り出産など県外で妊産婦健康診査を受ける
場合の費用も助成します。

子育て当事
者（妊娠
期・乳児
期）

A

継続

妊娠、出産後の母体の健康状態を診査するため、妊娠中15回、産

後2回分の受診票を母子健康手帳交付時に配付します。また、里

帰り出産など県外で妊産婦健康診査を受ける場合の費用も助成す

る。

こども支援課

妊婦にやさしい
遠方出産支援
助成事業

遠方の分娩施設（出産を扱う病院や診療所、助産所）で出
産する妊婦に、出産時の交通費や宿泊費の一部を助成しま
す。

子育て当事
者（妊娠
期・出産
時）

C

新規

遠方の分娩施設（出産を扱う病院や診療所、助産所）で出産す

る妊婦に、出産時の交通費や宿泊費の一部を助成する。
こども支援課

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

(1)
親子の
健康の
確保

①母子
保健の
推進
（妊娠
期）
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白河市こども計画 2.こどもと子育て家庭が健やかに明るく育つまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

妊産婦訪問指
導

妊娠・出産・育児に不安のある妊産婦の家庭を訪問し、保
健師、栄養士が様々な相談に応じます。

子育て当事
者（妊娠
期・乳幼児
期）

A

継続

妊娠・出産・育児に不安のある妊産婦の家庭を訪問し、保健師、管

理栄養士等が様々な相談に応じる。
こども支援課

Pre-ママパパ
教室

夫婦、ママ・パパ単独、パートナー同士を対象に、妊娠初期
から産後までの過ごし方や育児技術について助産師などか
ら学ぶ教室を開催します。

子育て当事
者（妊娠
期・乳児
期）

A

継続

夫婦、ママ・パパ単独、パートナー同士を対象に、妊娠初期から産後

までの過ごし方や育児技術、赤ちゃんとの関わり方などについて助産

師などから学ぶ教室を開催する。 こども支援課

不妊治療費助
成事業

こどもを持つ・持たないは夫婦の価値観に委ねられるもので
すが、こどもを希望する夫婦がこどもを持てるよう、不妊治
療を行う夫婦の経済的負担を軽減するため、保険適用外と
なる不妊治療費と不妊症検査費用の一部及び治療にかか
る通院に対する助成を行います。

青年期 A

継続

不妊治療を行う夫婦の経済的負担を軽減するため、保険適用外と

なる不妊治療費と不妊症検査費用の一部及び治療にかかる通院

に対する助成を行う。 こども支援課

低出生体重児
の届け出

体重が2,500グラム未満の乳児（低体重児）を出生した場
合、母子保健法に基づき、保護者による「低体重児出生届」
の提出が必要です。生活環境や病気の予防など配慮が必
要となるため、個々の状況に応じた必要な支援を行います。

新生児期・
子育て当事
者

A

継続

保護者による「低体重児出生届」の提出を受け、生活環境や病気

の予防など、個々の状況に応じた必要な支援を行う。
こども支援課

未熟児養育医
療給付

身体の発育が未熟なまま出生し、入院養育を必要とする乳
児が、指定養育医療機関において入院治療を受けた場合
に、その治療に要する医療費の一部を給付します。

子育て当事
者（新生児
期・乳児
期）

A

継続

身体の発育が未熟なまま出生し、入院養育を必要とする乳児が、

指定養育医療機関において入院治療を受けた場合に、その治療に

要する医療費の一部を給付する。 こども支援課

新生児聴覚検
査

耳のきこえの障害は乳幼児のことばと心の成長に大きくか
かわることから、聴覚障害の早期発見、早期療育を図るた
め、検査にかかる費用を助成します。

新生児期 A

継続

聴覚障害の早期発見、早期療育を図るため、検査にかかる費用を

助成する。
こども支援課

(1)
親子の
健康の
確保

①母子
保健の
推進
（妊娠
期）

②母子
保健の
推進
（新生
児～乳
幼児
期）
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白河市こども計画 2.こどもと子育て家庭が健やかに明るく育つまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

乳児全戸訪問
（こんにちは赤
ちゃん訪問）事
業

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、不安
や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供を行うととも
に、親子の心身の状況や養育環境等の把握や助言を行い
ます。

子育て当事
者（乳児
期）

A

継続

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、不安や悩みを

聞き、子育て支援に関する情報提供を行うとともに、親子の心身の

状況や養育環境等の把握や助言を行う。 こども支援課

乳幼児健康診
査

乳幼児の健康保持、増進及び病気の早期発見のために、１
か月児、１歳６か月児、３歳児を対象にした健康診査及び１
歳児、２歳児歯科健康診査を行います。
継続的に支援を要するこどもを把握し、受診後に適切なフォ
ローを行います。また、未受診児に対しては、電話・文書・訪
問により受診を勧めます。

乳幼児期 A

継続

乳幼児の健康保持、増進及び病気の早期発見のために、１か月

児、１歳６か月児、３歳児を対象にした健康診査及び１歳児、２

歳児歯科健康診査を行う。

継続的に支援を要するこどもを把握し、受診後に適切なフォローを

行う。また、未受診児に対しては、電話・文書・訪問により受診を勧

める。

こども支援課

乳幼児家庭訪
問

育児に不安がある親や各種健康診査、相談後に継続支援
が必要な乳幼児に対し、定期的に訪問指導を行います。
乳幼児健康診査の未受診児の親等に対して健康診査の必
要性を説明し、受診につなげます。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

育児に不安がある親や各種健康診査、相談後に継続支援が必要

な乳幼児に対し、定期的に訪問指導を行う。

乳幼児健康診査の未受診児の親等に対して健康診査の必要性を

説明し、受診につなげる。

こども支援課

予防接種事業 感染の恐れがある疾病の発生及びまん延予防などを目的
に、乳幼児や児童生徒を対象に予防接種を実施します。
定期予防接種に加え、おたふくかぜ、インフルエンザ（生後
６ヶ月～中学３年生、妊婦）、妊娠を希望する方やその夫を
対象に風しん予防接種の費用を助成します。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者（妊
娠期）

A

継続

感染の恐れがある疾病の発生及びまん延予防などを目的に乳幼児

や児童生徒を対象に予防接種を実施します。

定期予防接種に加え、おたふくかぜ、インフルエンザ（生後６ヶ月～

中学３年生、妊婦）、妊娠を希望する方やその夫を対象に風しん

予防接種の費用を助成する。

健康増進課

口腔の健康管
理
【再掲】

フッ化物歯面塗布、フッ化物洗口事業や歯科衛生士の活用
を図り、口腔の健康管理に理解を深め実践につなげます。

幼児期・学
童期・思春
期

A

継続

【再掲】

小中学校においては、継続的にフッ化物洗口を実施するとともに、養

護教諭や歯科衛生士による講話などにより、口腔の健康管理に対

する理解を深め、う歯予防につなげる。

フッ化物歯面塗布やフッ化物洗口事業の実施、さらには歯科衛生士

による講話などにより、口腔の健康管理に対する理解を深め、実践

につなげる。

こども支援課
こども育成課
学校教育課

(1)
親子の
健康の
確保

②母子
保健の
推進
（新生
児～乳
幼児
期）
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白河市こども計画 2.こどもと子育て家庭が健やかに明るく育つまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

(1)
親子の
健康の
確保

②母子
保健の
推進（新
生児～
乳幼児
期）

こどもの健康づ
くり行事予定表
の作成

市民にわかりやすく母子保健事業関係の情報提供を行うた
め、母子保健事業の年間計画などを掲載した「こどもの健康
づくり行事予定表」を作成し、配付します。

乳幼児期・
子育て当事
者

A

継続

市民にわかりやすく母子保健事業関係の情報提供を行うため、母子

保健事業の年間計画などを掲載した「こどもの健康づくり行事予定

表」を作成し、配付する。 こども支援課

白河っ子応援セ
ンター「ぽっか
ぽか」

妊娠期も含めた子育てに必要な情報を、市ホームページ、
スマートフォン向けアプリ、子育て支援ガイドブックにより提
供すると同時に、保健師等の専門職員を配置し、ワンストッ
プできめ細やかな相談支援を行います。

子育て当事
者（妊娠
期・乳幼児
期）

A

継続

妊娠期も含めた子育てに必要な情報を、市ホームページ、スマート

フォン向けアプリ、子育て支援ガイドブックにより提供すると同時に、

保健師等の専門職員を配置し、ワンストップできめ細やかな相談支

援を行う。

こども支援課

子育てスキル
アップ事業

子育てに大切な基本的な生活リズムや愛着形成の促進、メ
ディアコントロールについての意識の醸成を図るため、母子
手帳交付時や乳幼児健康診査時での助言や集団指導、子
育て教室での保護者向け講話を実施します。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

子育てに大切な基本的な生活リズムや愛着形成の促進、メディアコ

ントロールについての意識の醸成を図るため、母子手帳交付時や乳

幼児健康診査時での助言や集団指導、子育て教室での保護者向

け講話を実施する。

こども支援課

産後ケア事業 産後ケアを必要とする産後1年以内の母子に対し、産後ケア
サービス（宿泊ケア･日帰りケア）を提供することにより、産
後のお母さんの疲労回復や、育児に関する様々な不安や悩
みの解消に努めます。

子育て当事
者（乳児
期）

A

継続

産後ケアを必要とする産後1年以内の母子に対し、産後ケアサービ

ス（宿泊ケア･日帰りケア）を提供することにより、産後のお母さん

の疲労回復や、育児に関する様々な不安や悩みの解消に努める。 こども支援課

養育支援訪問
事業

こんにちは赤ちゃん訪問事業実施後に、継続的な支援が必
要な家庭を訪問し、相談、助言、指導を行います。

子育て当事
者（乳児
期）

A

継続

こんにちは赤ちゃん訪問事業実施後に、継続的な支援が必要な家

庭を訪問し、相談、助言、指導を行う。
こども支援課

育児支援事業 育児不安の強い方、養育面で心配な方などに対して育児に
関する情報提供や育児相談、教室の開催、栄養士による栄
養相談などを行い、母親が孤立して育児不安に陥らないよ
う支援します。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

育児不安の強い方、養育面で心配な方などに対して育児に関する

情報提供や育児相談、教室の開催、栄養士による栄養相談などを

行い、母親が孤立して育児不安に陥らないよう支援する。 こども支援課

①育
児・養
育支援
の推進

(2)
養育支
援と発
達支援
の推進
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白河市こども計画 2.こどもと子育て家庭が健やかに明るく育つまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

①育
児・養
育支援
の推進

子育てサロン推
進事業

子育てを楽しめる環境づくりを促進するため、未就学児及び
その保護者が気軽に集い交流し、仲間づくりを行う場を運営
する団体に対し、その費用の一部を助成します。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

子育てを楽しめる環境づくりを促進するため、未就学児及びその保

護者が気軽に集い交流し、仲間づくりを行う場を運営する団体に対

し、その費用の一部を助成する。 こども支援課

白河っ子応援
事業

幼稚園・保育園・認定こども園を訪問し、年中児（４～５歳）を
対象にすこやか相談会やフォローアップを実施します。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

幼稚園・保育園・認定こども園を訪問し、年中児（４～５歳）を対

象にすこやか相談会やフォローアップを実施する。保護者にも参加し

ていただき、子どもの遊びの様子を共有した後、臨床心理士言語聴

覚士・保健師・相談員による個別の相談会を実施する。

こども育成課

発達支援事業 発達の遅れ等の可能性がある乳幼児を対象に、発達支援
教室の開催や、臨床心理士・言語聴覚士による相談、医師
による発達相談会を開催します。
また、各健康診査の結果、事後確認が必要な幼児に対して
は幼稚園・保育園・認定こども園を訪問しフォローを行いま
す。

乳幼児期 A

継続

発達の遅れ等の可能性がある乳幼児を対象に、発達支援教室の

開催や、臨床心理士・言語聴覚士による相談、医師による発達相

談会を開催う。

また、各健康診査の結果、事後確認が必要な幼児に対しては幼稚

園・保育園・認定こども園を訪問しフォローを行う。

こども支援課

保育園給食の
充実

園児が楽しく食事をとれるよう献立を工夫するとともに、食の
習慣、知識を学ぶ食育指導や食生活アンケートを基にした
おたよりを作成し、園児の健全な発育と教育的な役割を持
つ保育園給食の充実を図ります。

幼児期 A

継続

園児が楽しく食事をとれるよう献立を工夫するとともに、食の習慣、

知識を学ぶ食育指導や食生活アンケートを基にしたおたよりを作成

し、園児の健全な発育と教育的な役割を持つ保育園給食の充実を

図る。

こども育成課

学校給食の充
実

適切な栄養の摂取による健康の保持増進と体格・運動能力
の向上、生涯を通じて健康な生活を送るために、こどもの頃
から体によい食べ物を選ぶ力を育て、食事について正しい
理解と望ましい食習慣を養えるよう、栄養バランスのとれた
多彩な給食を提供します。

学童期・思
春期

A

継続

・食育メニューや行事食、郷土食等を取り入れた給食を提供する。

・市内統一の減塩献立を6月と1月に実施する。

・地場産物を活用した給食を提供する。
健康給食推
進室

(3)
食育の推進

(2)
養育支
援と発
達支援
の推進

②発
育・発
達支援
の充実

18



白河市こども計画 2.こどもと子育て家庭が健やかに明るく育つまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

食育事業の推
進
【再掲】

「白河市食育推進計画」に基づき、幼稚園、保育園、認定こ
ども園を訪問し幼少期から食について学ぶ機会を提供する
とともに、「早寝・早起き・朝ごはん」の定着をはじめとした家
庭での食育の推進を図ります。
各小中学校では、食に関する全体計画に基づき、食事の重
要性等について理解を深め、自ら健康な食生活をしようとす
る実践力と、食に関わる人々に対する感謝の心を養いま
す。また、小学６年生を対象に尿中塩分摂取推定量の測定
を希望する小学校に医師または保健師・管理栄養士による
減塩教育を実施するとともに、小学生に「へる塩健康応援店
の紹介」チラシを配付し、こどもを通じて保護者へ減塩の普
及啓発を図ります。
献立表やおたより等を活用して食育の情報や食に関する正
しい知識の普及を図るとともに、食生活に関するアンケート
を実施して結果を学校・保護者に周知します。
食生活改善推進協議会では、毎月19日の「食育の日」に街
頭活動を実施し、バランスの良い食事や減塩、野菜摂取の
大切さなどを食を通じた健康づくり活動を推進します。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

【再掲】

乳幼児健康診査時に保健指導・栄養指導を実施する。

小学６年生を対象に尿中塩分摂取推定量の測定及び希望する小学校に

医師または保健師・管理栄養士による減塩教育を実施するとともに、小学生

に「へる塩健康応援店の紹介」チラシや減塩に関するパンフレットを配付し、こ

どもを通じて保護者へ減塩の普及啓発を図る。また、食生活改善推進協議

会では、毎月19日の「食育の日」に街頭活動を実施し、バランスの良い食事

や減塩、野菜摂取の大切さなどを食を通じた健康づくり活動を推進する。

「白河市食育推進計画」に基づき、幼稚園、保育園、認定こども園を訪問し

幼少期から食について学ぶ機会を提供するとともに、「早寝・早起き・朝ごは

ん」の定着をはじめとした家庭での食育の推進を図る。

献立表やおたより等を活用して食育の情報や食に関する正しい知識の普及

を図るとともに、食生活に関するアンケートを実施して結果を園及び保護者に

周知する。

小中学校においては、食に関する全体計画に基づき、食事の重要性等につ

いて理解を深め、自ら健康な食生活をしようとする実践力と、食に関わる

人々に対する感謝の心を養う。各学校の食に関する全体計画に基づき、食

育の授業、個別指導を実施する。

献立表やおたより等を活用して食育の情報や食に関する正しい知識の普及

を図る。食生活に関するアンケートを実施し、結果を学校・保護者に周知す

る。

こども支援課
健康増進課
こども育成課
学校教育課
健康給食推
進室

心の健康に関
する情報提供・
知識の普及

各小中学校において「SOSの出し方に関する教育」を実施
し、心の健康づくりを推進します。また、校長会等において
「ＳＯＳの出し方に関する教育」をはじめ、心の健康づくりに
関する資料や情報を提供し、意識化を図ります。

学童期・思
春期

A

継続

各小中学校において「SOSの出し方に関する教育」を実施し、心の

健康づくりを推進する。また、校長会等において「ＳＯＳの出し方に

関する教育」をはじめ、心の健康づくりに関する資料や情報を提供

し、意識化を図る。

学校教育課

(3)
食育の推進

(4)
思春期保健の
推進
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白河市こども計画 2.こどもと子育て家庭が健やかに明るく育つまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

ピアカウンセリ
ングの実施

先行的に取り組んでいるピアカウンセリングの事例を小中
学校に広め、実践できるようにします。生徒指導主事研修会
での事例発表会や校長会や教頭会など各種研修会を啓発
の機会として活かします。
※ピアカウンセリング
　同じような背景や悩みを持つ人たちが集まり、仲間として
相談し合い、仲間同士で支え合うことを目的としたカウンセ
リングのこと。

学童期・思
春期

A

継続

先行的に取り組んでいるピアカウンセリングの事例を小中学校に広

め、実践できるようにします。生徒指導主事研修会での事例発表会

や校長会や教頭会など各種研修会を啓発の機会として活かす。

学校教育課

「性に関する指
導」の充実

小中学校における「性に関する指導計画」に基づき、保健師
や助産師の協力による授業など発達段階に応じた指導を工
夫し、自分自身と相手を大切にすることの重要性を理解させ
るとともに、自他の性を認め相互に尊重し合う心情を養いま
す。

学童期・思
春期

A

継続

小中学校における「性に関する指導計画」に基づき、保健師や助産

師の協力による授業など発達段階に応じた指導を工夫し、自分自

身と相手を大切にすることの重要性を理解させるとともに、自他の性

を認め相互に尊重し合う心情を養う。

学校教育課
こども支援課

たばこが健康に
及ぼす影響に
ついての教育
の推進

小中学校における「学校保健全体計画」に基づき、たばこが
喫煙者とその周囲の健康に害を及ぼすことについて理解が
深まるよう指導を工夫し、自己の健康マネジメント力を育て
ます。

学童期・思
春期

A

継続

各小中学校の「学校保健全体計画」に基づき、発達段階に応じな

がら、たばこが喫煙者とその周囲の健康に害を及ぼすことについて理

解が深まるよう指導を工夫し、自己の健康マネジメント力を育てる。 学校教育課

アルコールが健
康に及ぼす影
響についての
教育の推進

小中学校における「学校保健全体計画」に基づき、アルコー
ルの摂取が心身の健康に害を及ぼすことについて理解が
深まるよう指導を工夫し、自己の健康マネジメント力を育て
ます。

学童期・思
春期

A

継続

各小中学校の「学校保健全体計画」に基づき、発達段階に応じな

がら、アルコールの摂取が心身の健康に害を及ぼすことについて理解

が深まるよう指導を工夫し、自己の健康マネジメント力を育てる。 学校教育課

薬物乱用防止
教育の推進

小中学校における「学校保健全体計画」に基づき、薬物乱
用が心身の健康に重大な害を及ぼすことについて理解を深
めるとともに、県南保健福祉事務所等と連携し、啓発資材や
ビデオ及びパネル等を活用して、薬物の影響に関する正し
い知識の普及に努めます。

学童期・思
春期

A

継続

各小中学校の「学校保健全体計画」に基づき、発達段階に応じな

がら、薬物乱用が心身の健康に重大な害を及ぼすことについて理解

を深めるとともに、県南保健福祉事務所等と連携し、啓発資材やビ

デオ及びパネル等を活用して、薬物の影響に関する正しい知識の普

及に努める。

学校教育課

(4)
思春期保健の
推進
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白河市こども計画 2.こどもと子育て家庭が健やかに明るく育つまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

成育医療等の
提供

成育過程の各段階において生じる心や体の健康に関する
問題等を包括的に捉えて、適切に対応する医療や保健、こ
れらに関連する教育、福祉等に係るサービス等の提供を推
進します。また、こどもが成育過程の各段階において必要な
成育医療等の提供を受けられるよう、保護者に対し支援し
ます。
※成育医療等
　妊娠、出産及び育児に関する問題、成育過程の各段階に
おいて生ずる心身の健康に関する問題等を包括的に捉えて
適切に対応する医療及び保健並びにこれらに密接に関連
する教育、福祉等に係るサービス等のこと。
※成育過程
　出生に始まり、新生児期、乳幼児期、学童期及び思春期
の各段階を経て、大人になるまでの一連の成長の過程のこ
と。

子育て当事
者（新生児
期・乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

成育過程の各段階において生じる心や体の健康に関する問題等を

包括的に捉えて、適切に対応する医療や保健、これらに関連する教

育、福祉等に係るサービス等の提供を推進する。また、こどもが成育

過程の各段階において必要な成育医療等の提供を受けられるよう、

保護者に対し支援する。

健康増進課
こども支援課

地域医療体制
の整備

安定的・持続的な地域医療体制の整備のため、医師会と連
携を図り、医療人材の確保に努めるとともに、地域における
啓発事業を実施します。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

安定的・持続的な地域医療体制の整備のため、医師会と連携を図

り、医療人材の確保に努めるとともに、地域における啓発事業を実

施する。 健康増進課

救急医療の充
実

小児平日夜間救急医療事業や休日救急医療当番医制事業
等を継続し、救急医療体制の充実を図ります。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

小児平日夜間救急医療事業や休日救急医療当番医制事業等を

継続し、救急医療体制の充実を図る。
健康増進課

当番医等の情
報提供

当番医の周知等の情報発信を年間予定表や広報紙、ホー
ムページ等で行います。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

当番医の周知等の情報発信を年間予定表や広報紙、ホームページ

等で行う。
健康増進課

心の健康に関
する相談・支援
の充実

人間関係や仕事、健康問題など様々な要因から自殺に傾き
かけている人たちに早期に気付き、支え、見守ることができ
るよう関係機関と連携します。

青年期・子
育て当事者

A

継続

人間関係や仕事、健康問題など様々な要因から自殺に傾きかけて

いる人たちに早期に気付き、支え、見守ることができるよう関係機関

と連携する。
健康増進課
こども支援課

(5)
地域医療体制
の充実
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象
通常保育事業 保育指針に基づく適切な保育を提供し、こどもの総合的な

心身の発達のための環境づくりに努めるなど、一層の保育
内容の充実を図ります。

乳幼児期 A

継続

保育指針に基づく適切な保育を提供し、こどもの総合的な心身の発

達のための環境づくりに努めるなど、一層の保育内容の充実を図

る。

こども育成課
民間事業者

等

延長保育事業 保護者の労働時間の多様化に対応するため、今後も事業を
継続します。

乳幼児期 A

継続

保護者の労働時間の多様化に対応するため、今後も事業を継続す

る。 こども育成課
民間事業者

等

待機園児の解
消

待機園児を解消するため、必要に即して保育士を確保する
ほか、保護者ニーズに対応した施設整備に努めます。

乳幼児期 A

継続

待機園児を解消するため、必要に即して保育士を確保するほか、保

護者ニーズに対応した施設整備に努める。
こども育成課

施設の整備・維
持管理

保育環境の新たなニーズに対応するため、幼児数の変動を
把握し、適正な施設整備に努めます。
表郷地区の幼稚園・保育園を統廃合し、こども園を開園する
ほか、施設の老朽化対策に併せて、快適な保育環境の整
備を推進します。

乳幼児期 A

継続

【再掲】

・（仮称）表郷こども園建設（R8まで）
こども育成課

乳児保育の実
施

保護者ニーズへの対応として、生後６か月から入園できる
乳児保育を継続します。

乳児期・子
育て当事者

A

継続

保護者ニーズへの対応として、生後６か月から入園できる乳児保育

を継続して実施する。 こども育成課
民間事業者

等

保育の質の向
上

こどもの成長を適切に支援するため、職員に対する研修等
を実施し、保育の質の向上を図ります。

乳幼児期 A

継続

こどもの成長を適切に支援するため、職員に対する研修等を実施

し、保育の質の向上を図る。 こども育成課
民間事業者

等

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容

(1)
保育・
子育て
支援
サービ
ス等の
充実

施策の展開

①教
育・保
育サー
ビスの
充実
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容
施策の展開

A

継続

登録者数（見込み）

９４２名

市内すべての小学校区で実施している放課後児童クラブの保育環

境の整備に努める。また、受け入れ施設の改修を検討する等、待機

児童の解消に努める。

こども育成課

A

継続

・小野田小児童クラブにモニター付きインターホンを設置

・各児童クラブに防犯グッズ（さすまた等）を設置

・５箇所想定修繕実施予定
こども育成課

一時預かり保
育事業

通常保育の児童と同様の保育時間での預かり、土曜日も平
日と同様の保育時間での預かりを実施することにより、保護
者の緊急な保育要望に対応できるように努めます。（公立４
園、私立３園の保育園で実施）
令和９年度に開所する複合施設内の子育て支援センター
（仮称）でも一時預かり保育を実施する予定です。

乳幼児期・
学童期・子
育て当事者

B

拡充

通常保育の児童と同様の保育時間での預かり、土曜日も平日と同

様の保育時間での預かりを実施することにより、保護者の緊急な保

育要望に対応できるように努める。（公立４園、私立３園の保育

園で実施）

令和９年度に開所する複合施設内の子育て支援センター（仮

称）で実施する一時預かりについて準備を進める。

こども育成課
こども支援課

幼稚園預かり
保育事業

保護者の希望に応じて教育標準時間外に園児を引き続き
預かる「預かり保育事業」を市内すべての幼稚園で実施しま
す。核家族化や夫婦共働き家庭の増加などを考慮し、今後
も預かり保育内容の充実を図ります。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

保護者の希望に応じて通常の保育時間外にこどもを引き続き預かる

「預かり保育事業」を市内すべての幼稚園で継続して実施する。核

家族化や夫婦共働き家庭の増加などを考慮し、今後も預かり保育

内容の充実を図る。
こども育成課

子育て支援・地
域活動
【再掲】

市内の認可保育園12園で毎月１～２回、保育園を開放し、
未就園親子を中心にふれあい遊びや育児相談を行います。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

【再掲】

市内の認可保育園12園で毎月１～２回、保育園を開放し、未就

園親子を中心にふれあい遊びや育児相談を行う。 こども育成課

市内すべての小学校区で実施している放課後児童クラブの
保育環境の整備に努めます。また、受け入れ施設の改修を
検討する等、待機児童の解消に努めます。

学童期放課後児童健
全育成事業

①教
育・保
育サー
ビスの
充実

(1)保
育・子
育て支
援サー
ビス等
の充実
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容
施策の展開

地域子育て支
援拠点事業

乳幼児とその保護者が気軽に集い、語り合い、交流する場
として地域子育て支援拠点（おひさまひろば、たんぽぽサロ
ン）を設け、必要に応じて育児相談や子育て情報の提供を
行います。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

乳幼児とその保護者が気軽に集い、語り合い、交流する場として地

域子育て支援拠点（おひさまひろば、たんぽぽサロン）を設け、必

要に応じて育児相談や子育て情報の提供を行う。 こども支援課
民間事業者

ファミリー・サ
ポート・セン
ター事業

子育てを手伝ってほしい人と手伝ってあげたい人が会員と
なり、こどもの一時的な預かりや保育園・幼稚園等への送迎
などの子育てを支え合う事業を支援します。

乳幼児期・
学童期・子
育て当事者

A

継続

子育てを手伝ってほしい人と手伝ってあげたい人が会員となり、こど

もの一時的な預かりや保育園・幼稚園等への送迎などの子育てを

支え合う事業を支援する。
こども支援課

ホームスタート
事業

未就学のこどもがいる家庭を対象に、地域の子育て経験者
（ホームビジター）が家庭を訪問し、傾聴と育児や家事を協
働して行うことにより、ネグレクト（育児放棄）等の虐待防止
及び早期発見、並びに親の地域社会との関わりを手助けす
ることにより、孤立の防止などに努めます。

乳幼児期・
子育て当事
者

A

継続

未就学のこどもがいる家庭を対象に、地域の子育て経験者（ホーム

ビジター）が家庭を訪問し、傾聴と育児や家事を協働して行うことに

より、ネグレクト（育児放棄）等の虐待防止及び早期発見につな

げるとともに、親の地域社会との関わりを手助けすることにより、孤立

の防止などに努める。

こども支援課

病児保育事業 病気や病気の回復期などにあり、保護者の就労などにより
保育の必要がある児童を病院の敷地内の施設で預かる事
業です。
関係町村に利用促進を働きかけることで、事業の充実を図
ります。

幼児期・学
童期・子育
て当事者

A

継続

関係市町村に利用促進を働きかけることで、事業の充実を図る。

こども育成課

子育て短期支
援事業（ショー
トステイ）

保護者が疾病、仕事、その他の身体上若しくは精神上若しく
は生活環境上の理由により、家庭において児童を養育する
ことが一時的に困難となった場合等に、児童養護施設等の
保護を適切に行うことのできる施設において、一時的に養
育又は保護を行います。

幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

保護者が疾病、仕事、その他の身体上若しくは精神上若しくは生活

環境上の理由により、家庭において児童を養育することが一時的に

困難となった場合等に、児童養護施設等の保護を適切に行うことの

できる施設において、一時的に養育又は保護を行う。 こども支援課

(1)
保育・
子育て
支援
サービ
ス等の
充実

②地域
におけ
る子育
て支援
サービ
スの充
実
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容
施策の展開

(1)保
育・子育
て支援
サービ
ス等の
充実

②地域
におけ
る子育
て支援
サービ
スの充
実

一時預かり事
業

ファミリー・サポート・センター及びおひさまひろば（地域子育
て支援拠点事業）は、保護者の利便性を図るため、理由を
問わない、短時間の一時預かりを行います。

乳幼児期・
学童期・子
育て当事者

A

継続

ファミリー・サポート・センター及びおひさまひろば（地域子育て支援

拠点事業）は、保護者の利便性を図るため、理由を問わない、短

時間の一時預かりを行う。 こども支援課

白河っ子応援セ
ンター「ぽっか
ぽか」
【再掲】

妊娠期から子育て期までの必要な情報を、ホームページ、
スマートフォン向けアプリ、子育て支援ガイドブックにより提
供します。また、専門職員を配置し、ワンストップできめ細や
かな相談支援を行います。

子育て当事
者（妊娠
期・乳幼児
期）

A

継続

【再掲】

妊娠期も含めた子育てに必要な情報を、市ホームページ、スマート

フォン向けアプリ、子育て支援ガイドブックにより提供すると同時に、

保健師等の専門職員を配置し、ワンストップできめ細やかな相談支

援を行う。

こども支援課

こども家庭セン
ターの設置
【再掲】

令和6年4月に、これまでの「子育て世代包括支援センター」
と「子ども家庭総合支援拠点」を一体化し、「こども家庭セン
ター」として、全ての妊産婦・子育て家庭・こどもへの新たな
支援体制をスタートさせました。
関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支
援につなげます。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

【再掲】

関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支援につな

げる。 こども支援課

白河っ子応援
事業【再掲】

幼稚園・保育園・認定こども園を訪問し、年中児（４～５歳）を
対象にすこやか相談会やフォローアップを実施します。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

【再掲】

幼稚園・保育園・認定こども園を訪問し、年中児（４～５歳）を対

象にすこやか相談会やフォローアップを実施する。保護者にも参加し

ていただき、子どもの遊びの様子を共有した後、臨床心理士言語聴

覚士・保健師・相談員による個別の相談会を実施する。

こども育成課

家庭児童相談
事業
【再掲】

家庭児童相談室では、０歳から18歳未満の児童を対象に家
庭環境や発達など、こどもを取り巻く様々な課題について相
談に応じ、必要に応じて関係機関につなげます。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

【再掲】

家庭児童相談室では、０歳から18歳未満のこどもと子育て当事者

を対象に、こどもを取り巻く様々な問題における相談において、必要

な関係機関につなげる。

こども支援課

利用者支援事
業（基本型）

子育て家庭や妊産婦が、子育て支援事業や福祉サービス
等の関係機関を円滑に利用できるように、身近な場所であ
る「子育てひろば」での相談や情報提供、助言等必要な支
援を行うとともに、関係機関との連絡調整、連携・協働の体
制づくり等を行います。

子育て当事
者（妊娠
期・乳幼児
期・学童
期・思春
期）

C

新規

子育て家庭や妊産婦が、子育て支援事業や福祉サービス等の関係

機関を円滑に利用できるように、身近な場所である「子育てひろば」

での相談や情報提供、助言等必要な支援を行うとともに、関係機

関との連絡調整、連携・協働の体制づくり等を行う。
こども支援課

(2)
相談支
援

①寄り
添い支
える支
援体制
の充実
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容
施策の展開

①寄り
添い支
える支
援体制
の充実

白河っ子家事・
育児サポート事
業

家事・育児等に不安・負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤ
ングケアラー等がいる家庭の居宅を訪問支援員が訪問し、
家族が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家事・育児等
の支援を行います。

子育て当事
者（幼児
期・学童
期）・学童
期・思春期

A

継続

家事・育児等に不安・負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケ

アラー等がいる家庭の居宅を訪問支援員が訪問し、家族が抱える

不安や悩みを傾聴するとともに、家事・育児等の支援を行う。 こども支援課

子育て支援の
ネットワーク

子育て支援サービスの質の向上と、効果的な提供体制を構
築するため、庁内関係部署の連携強化を図ると同時に、ＮＰ
Ｏ法人や民間事業者など様々な地域活動団体との連携・協
働を図ります。

子育て当事
者

A

継続

子育て支援サービスの質の向上と、効果的な提供体制を構築する

ため、庁内関係部署の連携強化を図ると同時に、ＮＰＯ法人や民

間事業者など様々な地域活動団体との連携・協働を図る。
こども支援課
民間事業者

等

育児支援事業
【再掲】

育児不安の強い方、養育面で心配な方などに対して育児に
関する情報提供や育児相談、教室の開催、栄養士による栄
養相談などを行い、母親が孤立して育児不安に陥らないよ
う支援します。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

【再掲】

育児不安の強い方、養育面で心配な方などに対して育児に関する

情報提供や育児相談、教室の開催、栄養士による栄養相談などを

行い、母親が孤立して育児不安に陥らないよう支援する。
こども支援課

子育てサロン推
進事業
【再掲】

子育てを楽しめる環境づくりを促進するため、未就学児及び
その保護者が気軽に集い交流し、仲間づくりを行う場を運営
する団体に対し、その費用の一部を助成します。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

【再掲】

子育てを楽しめる環境づくりを促進するため、未就学児及びその保

護者が気軽に集い交流し、仲間づくりを行う場を運営する団体に対

し、その費用の一部を助成する。

こども支援課

白河っ子出産・
子育て応援ギ
フト支給事業

妊娠時から出産・子育てまで一貫して子育て家庭に寄り添
い、様々なニーズに即した支援につなぐ伴走型相談支援と、
妊娠及び出生の届出を行った妊婦・子育て家庭に対して給
付金を支給する経済的支援を一体的に実施します。

子育て当事
者（妊娠
期・乳児
期）

A

継続

妊娠期から面談を通じて出産・子育ての相談に応じ、様々なニーズ

に即した必要な支援につなぐ伴走型の相談支援と妊婦のための支

援給付による経済的支援を組み合わせて実施する。 こども支援課

妊産婦医療費
助成

安心して出産できるよう、妊産婦に対し医療費の一部（保険
診療分一部負担金）を助成します。

子育て当事
者（妊娠
期・新生児
期）

A

継続

安心して出産できるよう、妊産婦に対し医療費の一部（保険診療

分一部負担金）を助成する。
こども支援課

②子育
て支援
ネット
ワーク
づくり

(3)
経済的支援の
推進

(2)
相談支
援
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容
施策の展開

バス・タクシー
助成事業

妊産婦の日常生活の移動を支援するため、バス、タクシー
の運賃等の一部に利用できる助成券を交付します。

子育て当事
者（妊娠
期・乳児
期）

C

新規

市内に住民登録がある妊産婦で、母子健康手帳の交付を受けてか

ら当該出産した子が１歳の誕生日に達する日の属する年度内まで

の方を対象に、申請に応じて助成券（100円券×120枚、

12,000円分）を交付する。助成券は、乗降のいずれかが市内又

は新白河駅である場合に利用できる。

生活防災課

妊婦にやさしい
遠方出産支援
助成事業
【再掲】

遠方の分娩施設（出産を扱う病院や診療所、助産所）で出
産する妊婦に、出産時の交通費や宿泊費の一部を助成しま
す。

子育て当事
者（妊娠
期・出産
時）

C

新規

【再掲】

遠方の分娩施設（出産を扱う病院や診療所、助産所）で出産す

る妊婦に、出産時の交通費や宿泊費の一部を助成する。 こども支援課

児童手当の支
給

こどもの健やかな成長を支援するため、高校終了までのこ
どもを養育している者に手当を支給します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

こどもの健やかな成長を支援するため、高校終了までのこどもを養育

している者に手当を支給する。
こども支援課

こども医療費助
成事業

こどもの健全な育成と更なる福祉の増進を図るため、18歳
までの入院・外来に係る医療費の保険診療分一部負担金を
助成します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

こどもの健全な育成と更なる福祉の増進を図るため、18歳までの入

院・外来に係る医療費の保険診療分一部負担金を助成する。
こども支援課

保育料の無償
化

３歳から５歳までの幼稚園、保育園、認定こども園などを利
用するこども及び０～２歳までの住民税非課税世帯等の保
育料等を無償化します。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

３歳から５歳までの幼稚園、保育園、認定こども園などを利用する

こども及び０～２歳までの住民税非課税世帯等の保育料等を無

償化する。 こども育成課

白河っ子すくす
く応援クーポン
券支給事業

子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、１歳児、２歳
児、３歳児の保護者に３万円分のクーポン券を交付します。

子育て当事
者（幼児
期）

A

継続

１歳児、１歳６ヶ月児、２歳児、３歳児健診を受診後に、健診会

場にてクーポン券を交付する。当該健診を受診後に転入した場合に

は、転入手続きの際に窓口にて交付する。

クーポン券は、おむつやこども服、市指定ごみ袋などの育児用品等の

ほか、ファミリー・サポート利用料にも使用できる。

こども支援課

(3)
経済的支援の
推進
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容
施策の展開

小学校入学祝
金支給事業

児童の成長段階における保護者の経済的な負担を軽減し、
安心して子育てができる環境を整備するため、小学校入学
時にこども１人当たり５万円の入学祝金を支給します。

子育て当事
者（学童
期）

A

継続

児童の成長段階における保護者の経済的な負担を軽減し、安心し

て子育てができる環境を整備するため、小学校入学時にこども１人

当たり５万円の入学祝金を支給する。 こども支援課

多子世帯給食
費負担軽減事
業

子育てしやすい環境を充実させるため、18歳以下の兄弟姉
妹のうち義務教育を受けている第３子以降の児童生徒を対
象に学校給食費を全額助成し、多子世帯における経済的な
負担軽減を図ります。

子育て当事
者（学童
期・思春
期）

A

継続

18歳以下の兄弟姉妹のうち義務教育を受けている第３子以降の

児童生徒を対象に学校給食費を全額助成する。
健康給食推
進室

給食費負担軽
減事業

物価高騰により給食の食材費も高騰している中、保護者負
担を軽減し、これまでどおりの質や量を保った給食を提供す
るため、給食食材価格高騰分を市が負担します。

子育て当事
者（学童
期・思春
期）

A

継続

給食食材価格高騰分を補助金として各給食会計運営施設に交付

する。
健康給食推
進室

就学援助事業 経済的な理由により就学が困難と認められる児童生徒の保
護者に対して、給食費等の就学援助費を支給します。

子育て当事
者（学童
期・思春
期）

A

継続

経済的な理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者に

対して、給食費等の就学援助費を支給する。
学校教育課

奨学資金貸与
事業
入学一時金貸
与事業

就学の意思と能力を有しながら、経済的理由により就学困
難な生徒や学生等に対して、就学支援を行います。また、将
来的に本市に定住し、活躍する人材の育成を図るため、学
校訪問等による情報発信を強化しながら返還一部免除制度
の利用を促進します。

思春期・青
年期

A

継続

就学の意思と能力を有しながら、経済的理由により就学困難な生

徒や学生等に対して、就学支援を行う。また、将来的に本市に定住

し、活躍する人材の育成を図るため、学校訪問等による情報発信を

強化しながら返還一部免除制度の利用を促進する。
教育総務課

(4)ま
ちぐる
みで子
育てを
応援す
る取り
組みの
推進

①仕事
と子育
ての両
立を支
援する
職場づ
くりの
促進

性別役割分担
意識の見直し

性別役割分担意識等を解消するための各種研修会等を開
催し、仕事と家庭生活を両立できる環境づくりを進めるととも
に、男女間の格差のない職場づくりやワーク・ライフ・バラン
スの意識の啓発を行っていきます。

学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

性別役割分担意識等を解消するための各種研修会等を開催し、仕

事と家庭生活を両立できる環境づくりを進めるとともに、男女間の格

差のない職場づくりやワーク・ライフ・バランスの意識の啓発を行う。

関係各課

(3)
経済的支援の
推進
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容
施策の展開

A

継続

男女雇用機会均等法、労働基準法、育児・介護休業法等に関し

て、広報誌等を通じて企業・事業主等への啓発に努めるとともに、市

民に対する広報を行う。
商工課

A

継続

女性に寄り添った仕事と子育ての両立支援を掲げ、就職・復職に向

けた女性向けのセミナー開催するほか、女性の採用や働き方に理解

のある企業を対象とした「企業見学バスツアー」、「インターンシップ」

を開催するなど、多様な働き方の推進を図る。

地域拠点整
備室

国、県及び関係
団体（商工団
体、農業団体
等）との連携

多様な働き方を実現するため、労働者、事業主、地域住民
等の意識の醸成を図り、国、県、関係団体等と連携し、広
報・啓発、研修、情報提供等を推進します。
また、女性のための起業セミナーを開催して起業家支援に
取り組むことで、女性の自己実現を支援します。

青年期・子
育て当事
者・事業主

A

継続

多様な働き方を実現するため、労働者、事業主、地域住民等の意

識の醸成を図り、国、県、関係団体等と連携し、広報・啓発、研修、

情報提供等を推進する。

また、女性のための起業セミナーを開催して起業家支援に取り組む

ことで、女性の自己実現を支援する。

商工課
関係各課

一般事業主行
動計画策定の
促進

次世代育成支援対策推進法では、事業主に対して、一般事
業主行動計画の策定に努めることとしています。これを踏ま
え、市内企業における一般事業主行動計画の策定を推進
するため、関係機関を通じて次世代育成支援対策推進法の
周知・啓発を行います。

青年期・子
育て当事
者・事業主

A

継続

市内企業における一般事業主行動計画の策定を推進するため、関

係機関を通じて次世代育成支援対策推進法の周知・啓発を行う。
商工課
総務課

男性の育児休
業支援事業

男性が育児休業を取得しやすく、仕事と家庭生活等が両立
できる職場環境の整備を促進するため、白河市内の事業所
で勤務する男性労働者が育児休業を取得した場合に、中小
企業主に対して、奨励金を交付します。

子育て当事
者（乳幼児
期）・事業
主

A

継続

白河市内の事業所で勤務する男性労働者が育児休業を取得した

場合に、中小企業主に対して、奨励金を交付する。 商工課

家庭生活にお
ける男女の相
互協力の促進

男性やこどもの積極的な家事参加を支援する講座等を行
い、男女共同参画についての啓発と理解を深める機会の提
供を図ります。

市民全体 A

継続

家庭生活での男女共同参画について、啓発と理解を深める機会の

提供を行っていく。 生涯学習課

子育てに関す
る意識啓発

市民の多くが子育てへの関心・理解を高め、地域全体で子
育て家庭を支えることができるよう、子育てに関する意識啓
発を進めます。

市民全体 A

継続

市民の多くが子育てへの関心・理解を高め、地域全体で子育て家

庭を支えることができるよう、子育てに関する意識啓発を進める。

こども支援課

青年期・子
育て当事
者・事業主

男女雇用機会均等法、労働基準法、育児・介護休業法等に
関して、広報誌等を通じて企業・事業主等への啓発に努め
るとともに、市民に対する広報を行います。
また、就職・復職に向けたセミナーや就労に関する個別相
談、子育て世代の採用に取り組む事業者との交流会を開催
するなど、仕事と子育ての両立を目指す女性を支援する場
を提供します。

仕事と子育て
の両立のため
の啓発・広報の
推進

①仕事
と子育
ての両
立を支
援する
職場づ
くりの
促進

(4)
まちぐ
るみで
子育て
を応援
する取
り組み
の推進

②子育
てに関
する意
識の啓
発と家
庭・地
域での
男女共
同参画
の推進
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白河市こども計画 3.子育てを応援するまち

小項目 対象

基本
施策 主な取り組み・事業 担当課取組

方針

令和７年度　指針

具体的な事業内容
施策の展開

学校における
男女平等教育
の推進

自他の尊重や自尊心を高めることを目標に、「特別の教科
道徳」や社会科の授業等で「両性の本質的平等」について
全小中学校で指導します。

学童期・思
春期

A

継続

自他の尊重や自尊心を高めることを目標に、「特別の教科　道徳」や

社会科の授業等で「両性の本質的平等」について全小中学校で指

導する。 学校教育課

地域における
男女共同参画
の推進

出前講座等を通して、地域における男女共同参画について
市民に広く周知を図ります。

市民全体 A

継続

地域における男女共同参画について市民に広く周知を行っていく。

生涯学習課

(4)
まちぐ
るみで
子育て
を応援
する取
り組み
の推進

②子育
てに関
する意
識の啓
発と家
庭・地
域での
男女共
同参画
の推進
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白河市こども計画 4.安全安心で快適に育ち、暮らすまち

小項目 対象

A

継続

県が実施する都市計画道路西郷搦目線円明寺工区等の整備支

援 都市計画課

A

継続

既存市街地内の狭い道路や歩道の整備に努めるとともに、安全で

安心して暮らせる居住環境づくりに努める。 道路河川課

A

継続

みなし道路に接して建築行為を行う者に対して、事前の受付・協議

を実施する。 建築住宅課

公営住宅の整
備

安全で快適な住まいを長期にわたって確保するため、第２
次白河市公営住宅等長寿命化計画に基づき、計画的に市
営住宅の修繕、改修等を実施します。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

松風の里市営住宅1号棟給排水管改修工事

広畑市営住宅A号棟給排水管改修工事

関川窪市営住宅5号棟施設改修工事

松風の里市営住宅3号棟揚水ポンプ取替修繕

関川窪市営住宅7号棟揚水ポンプ取替修繕

久田野市営住宅4号棟揚水ポンプ取替修繕

建築住宅課

白河暮らし空き
家改修等支援
事業

市内の空き家を有効活用し、移住・定住を促進するため、新
婚家庭や子育て家庭等を対象に、空き家の改修費及び清
掃費、建て替えに伴う除却費の一部を補助します。

青年期・子
育て当事者
（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

空き家を購入または賃借した新婚家庭、子育て家庭が行う改修・清

掃に係る費用を補助

・改修費　補助率1/2　上限150万円

・清掃費　補助率定額　上限30万円

新婚家庭、子育て家庭が購入、賃借、相続または受贈した空き家

を建て替える場合の空き家の除却費用を補助

・除却費　補助率1/2　上限80万円

企画政策課

既存市街地内の狭い道路や歩道の整備に努め、安全で安
心して暮らせる居住環境づくりに努めます。

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

居住環境の整
備

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

(1)
住居環
境の向
上と快
適なま
ちづく
りの促
進

①居住
環境の
充実

31



白河市こども計画 4.安全安心で快適に育ち、暮らすまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

子育て世代へ

の家賃補助

市外から転入し、白河市中心市街地活性化基本計画区域
内の民間賃貸住宅に入居する子育て世代に対し、家賃の
一部を補助することにより、子育て世代の負担軽減を図ると
ともに、中心市街地への定着を促進し、活力あるまちづくり
を図ります。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

市外から転入し、白河市中心市街地活性化基本計画区域と一部

が計画エリアとなっている町の民間賃貸住宅に入居する子育て世代

に対し、家賃の一部を補助

・補助額　家賃から勤務先の住宅手当などを除いた額の4分の1

※上限額　集合住宅13,000円、一戸建て住宅17,000円

・補助期間　最長3年（36か月）

まちづくり

推進課

A

継続

新白河6号公園整備

鶴子山公園芝生広場整備

大信総合運動公園トイレ更新

高山西公園複合遊具更新

公園施設の長寿命化を図るための計画を策定

都市計画課
関係各課

A

継続

南湖公園の店舗前の湖畔の園路周辺に照明を設置するとともに、

南側の砂利道の舗装化に取り組む。 都市計画課

公園緑地の保
全

こどもたちの安全な遊び場や学びの空間となる公園緑地の
適切な維持管理を行います。
また、こどもたちが日常的に集う公園緑地を良好な状態に
保つためには、ボランティアや市民の協力も必要です。そこ
で、新たなボランティアや市民支援団体の発掘と育成に取り
組みます。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

公園緑地の適切な維持管理及び市民との公園維持管理協定によ

る公園管理
都市計画課

人にやさしいま
ちづくりの推進

すべての市民が安全かつ快適に暮らすことができるよう各
種施設や交通機関の整備を民間事業者などの協力により
計画的に推進します。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

すべての市民が安全かつ快適に暮らすことができるよう各種施設や

交通機関の整備を民間事業者などの協力により計画的に推進す

る。 関係各課

②安全で
快適に活
動できる
道路や施
設等の整
備促進

公共施設等の
ユニバーサルデ
ザイン化の推進

公共施設の建設・改修などにおいて、誰もが利用しやすい
ユニバーサルデザイン化を図ります。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

複合施設整備事業

（仮称）表郷こども園整備事業

建築住宅課

こどもたちの日常的な遊び場として、関の森公園、鶴子山公
園を計画的に整備するとともに、歴史的な背景を有する城
山公園や南湖公園の充実を図ります。また、公園施設の長
寿命化計画への取り組みを行い、公園利用者が安全・安心
に利用できる公園の整備を図ります。

公園の整備充
実

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

(1)
住居環
境の向
上と快
適なま
ちづく
りの促
進

①居住
環境の
充実
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白河市こども計画 4.安全安心で快適に育ち、暮らすまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

生活道路の整
備

老朽化の激しい路線や舗装等の必要な道路については、
全体的な生活関連道路網への影響を考慮しながら整備を
図ります。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

老朽化の激しい路線や舗装等の必要な道路については、全体的な

生活関連道路網への影響を考慮しながら整備を図る。
道路河川課

歩行者用道路
の整備

歩行系ネットワークの確立と歩行者の安全確保のための整
備を計画的に推進します。
※歩行系ネットワーク
歩道や横断歩道など、歩行者が通行可能なルートが市内全
域でつながっていること。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

歩行系ネットワークの確立と歩行者の安全確保のための整備を計

画的に推進する。
道路河川課

A

継続

交通事故が発生しやすい場所の道路改良工事を行う等、整備を図

る。また、信号機やカーブミラーなどの設置について、関係機関と協

議を進め実施する。

地域からの要望を交通安全団体・警察署・道路管理者と協議し、

必要な安全対策を検討して実施する。

道路河川課

A

継続

地域からの要望を交通安全団体・警察署・道路管理者と協議し、

必要な安全対策を検討し実施する。

交通事故が発生しやすい場所の道路改良工事や、信号機やカーブ

ミラーなどの設置について、関係機関と協議を進め、必要に応じて実

施する。

生活防災課

総合交通安全
対策の充実

地域からの要望を交通安全団体・警察署と協議し、必要な
安全対策を検討して実施します。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

地域からの要望を交通安全団体・警察署と協議し、必要な安全対

策を検討して実施する。

生活防災課

(2)
安全・
安心の
まちづ
くりの
推進

①交通
安全対
策の推
進

(1)
住居環
境の向
上と快
適なま
ちづく
りの促
進

②安全
で快適
に活動
できる
道路や
施設等
の整備
促進

交通安全施設
の整備

交通事故が発生しやすい場所の道路改良工事を行う等、整
備を図ります。また、信号機やカーブミラーなどの設置につ
いて、関係機関と協議を進め実施します。
地域からの要望を交通安全団体・警察署・道路管理者と協
議し、必要な安全対策を検討して実施します。

乳幼児期・
学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者
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白河市こども計画 4.安全安心で快適に育ち、暮らすまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

A

継続

通学路の安全確保に向けた取り組みを行うために「通学路安全推

進会議」に参加し、「白河市通学路交通安全プログラム」により関係

機関と連携し、合同点検を行い、問題点の解決に努める。また、児

童・生徒への交通安全指導について検討する。

生活防災課

A

継続

通学路の安全確保に向けた取り組みを行うために、「白河市通学路

交通安全プログラム」により、関係機関が連携して合同点検を行

い、問題点の解決に努める。また、児童・生徒への交通安全指導に

ついて検討する。

道路河川課

A

継続

小学校４校、中学校２校の点検箇所１８箇所で実施する。

学校教育課

A

継続

交通安全は、一人ひとりがその大切さに「気付く」ことが重要であり、

その「気付き」のきっかけづくりとして、各交通安全運動を中心とした

啓発活動を実施する。今後も交通安全に関するルールの周知や交

通安全教室を小中学校及び幼稚園等で開催することにより、親子

で交通安全を考える機会をつくる。

生活防災課
こども育成課

A

継続

交通安全教室の実施と共に、全国交通安全運動にも積極的に取り

組む。 学校教育課

交通安全意識
の啓発

市内の小学生に対する交通安全ポスター・標語コンクール
を実施し、交通安全に対する意識の高揚を図ります。
交通安全鼓笛パレードは各学校で実施するため、職員や広
報車両の派遣など、必要な支援を行います。

学童期 A

継続

市内の小学生に対する交通安全ポスター・標語コンクールを実施

し、交通安全に対する意識の高揚を図る。

交通安全鼓笛パレードは各学校で実施するため、職員や広報車両

の派遣など、必要な支援を行う。

生活防災課

①交通
安全対
策の推
進

(2)
安全・
安心の
まちづ
くりの
推進

通学路の合同
点検事業

交通安全の推
進

通学路の安全確保に向けた取り組みを行うために、「白河
市通学路交通安全プログラム」により、関係機関が連携して
合同点検を行い、問題点の解決に努めます。また、児童・生
徒への交通安全指導について検討します。

交通安全は、一人ひとりがその大切さに「気付く」ことが重要
であり、その「気付き」のきっかけづくりとして、各交通安全
運動を中心とした啓発活動を実施します。今後も交通安全
に関するルールの周知や交通安全教室を全小中学校及び
幼稚園等で開催することにより、親子で交通安全を考える
機会をつくります。

幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者
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白河市こども計画 4.安全安心で快適に育ち、暮らすまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

教員の指導力
の向上

地域の実情に即した交通安全教育を推進するため、学校と
見守り隊や交通安全指導員が協力して交通安全指導に努
めます。
各学校へ、交通安全に関する研修の情報を積極的に提供し
ます。

学童期・思
春期

A

継続

各校で交通安全に関する教職員の指導力の向上に努めるよう呼び

かけるとともに、交通安全の研修の機会がある度に積極的に紹介す

る。 学校教育課

チャイルドシー
トの正しい使用
の徹底

チャイルドシートの使用効果及び使用方法について普及啓
発活動を幼稚園等にて展開し、チャイルドシートの正しい使
用の徹底を図ります。
交通安全運動期間及び６月のシートベルト着用強化月間に
市ホームページや防災無線等での呼びかけを実施します。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

チャイルドシートの使用効果及び使用方法について普及啓発活動を

幼稚園等にて展開し、チャイルドシートの正しい使用の徹底を図る。

交通安全運動期間及び６月のシートベルト着用強化月間に市ホー

ムページや防災無線等での呼びかけを実施する。

生活防災課
こども育成課

地域防犯組織
の充実

市防犯協会や防犯指導隊などとの連携や情報共有など、地
域の防犯組織の育成と活動支援を行います。

幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

市防犯協会や防犯指導隊などとの連携や情報共有など、地域の防

犯組織の育成と活動支援を行う。

生活防災課

防犯意識の啓
発

市民一人ひとりの防犯意識の高揚を図るため、防犯協会や
警察署と連携し、防災無線等を使用した広報啓発活動を実
施します。

幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

市民一人ひとりの防犯意識の高揚を図るため、防犯協会や警察署

と連携し、防災無線等を使用した広報啓発活動を実施う。

生活防災課

防犯灯・街路灯
の設置

犯罪を未然に防止する安全な環境づくりため、防犯灯・街路
灯の計画的な設置や適正な管理に努めます。

幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

犯罪を未然に防止する安全な環境づくりため、防犯灯・街路灯の計

画的な設置や適正な管理に努める。
道路河川課

①交通
安全対
策の推
進

(2)
安全・
安心の
まちづ
くりの
推進

②地域
安全活
動の推
進

35



白河市こども計画 4.安全安心で快適に育ち、暮らすまち

小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

A

継続

警察署や関連部署と密に情報共有を行い、不審者等の情報が入っ

た際には、その内容と対策について、いち早く市民に周知を行う。

また、関係各課にて迅速に情報共有を行い、不審者情報と対策に

ついて適宜速やかに保護者、小中学校等へ通知する。
生活防災課
こども育成課

A

継続

不審者情報とそれに対する対策について、アプリを活用して、適宜速

やかに小・中学校に通知するとともに、子ども支援課、生涯学習課と

の情報共有を行う。
学校教育課

A

継続

関係機関との情報の共有化を図り非行防止と健全育成に努めた

い。 生涯学習課

A

継続

こどもを犯罪等の被害から守るため、防犯団体（協会・指導隊）や

警察署との連携により犯罪情報を共有し、防災無線等を活用した

犯罪の情報周知を行う。

少年補導員と連携した情報提供を行うなど、関係機関との情報共

有を図り、非行防止と健全育成に努める。

生活防災課

A

継続

少年補導員と連携した情報提供を行う。

学校教育課

A

継続

関係機関との情報の共有化を図り非行防止と健全育成に努めた

い。 生涯学習課

A

継続

ＰＴＡ等の学校関係者や防犯ボランティア等の地域団体、関係機

関と連携し、学校付近や通学路等において見守り隊等のパトロール

活動を実施する。
生活防災課

A

継続

見守り隊の活動を実施する。

学校教育課

②地域
安全活
動の推
進

(2)
安全・
安心の
まちづ
くりの
推進

関係機関・団体
との情報交換

パトロール活動
の推進

自主防犯活動
の促進

ＰＴＡ等の学校関係者や防犯ボランティア等の地域団体、関
係機関と連携し、学校付近や通学路等において見守り隊等
のパトロール活動を実施します。

子育て当事
者（幼児
期・学童
期・思春
期）・学童
期・思春期

警察署や関連部署と密に情報共有を行い、不審者等の情
報が入った際には、その内容と対策について、いち早く市民
に周知を行います。
また、関係各課にて迅速に情報共有を行い、不審者情報と
対策について適宜速やかに保護者、小中学校等へ通知しま
す。

こどもを犯罪等の被害から守るため、防犯団体（協会・指導
隊）や警察署との連携により犯罪情報を共有し、防災無線
等を活用した犯罪の情報周知を行います。
少年補導員と連携した情報提供を行うなど、関係機関との
情報共有を図り、非行防止と健全育成に努めます。

幼児期・学
童期

子育て当事
者（幼児
期・学童
期・思春
期）・学童
期・思春期
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小項目 対象

令和７年度　指針

担当課取組

方針
具体的な事業内容

主な取り組み・事業基本
施策
施策の展開

A

継続

関係機関との情報の共有化を図り非行防止と健全育成に努めた

い。 生涯学習課

A

継続

学校や方部会などの要望に応じて、防犯講習を実施する。

生活防災課

A

継続

全小中学校で防犯教室を実施する。

学校教育課

A

継続

地域の要望に応じて、出前講座等を活用し、防犯意識を高めるため

の機会を提供する。 生涯学習課

「ひなんの家」
の設置

こどもが危険を感じた時や困ったことが起きた時の緊急避
難場所となる「ひなんの家」の拡充に向けて協力を依頼する
とともに、学校と情報共有を図り、定期的に名簿の見直し、
ステッカーの更新を行います。

学童期・思
春期

A

継続

学校と情報共有を図り、名簿の見直しを行い更新する。

生涯学習課

こどもや保護者
に対する教育・
啓発の推進

幼稚園、保育園、認定こども園、小中学校、高等学校のＰＴ
Ａや生徒会等が主体となり、メディアコントロールの推進に
取り組みます。さらにメディアコントロールの普及・拡大に向
けて中学校区で講演会等を実施します。

幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

各学校でメディアコントロールの取り組みを実施する。また、中学校

区で講演会等を実施する。
学校教育課

社会を明るくす
る街頭啓発活
動

犯罪や非行の防止、罪を犯した人たちの更正について理解
を深めるため、街頭啓発等の活動を行い、犯罪のない社会
の実現を目指します。

学童期・思
春期・青年
期

A

継続

街頭啓発活動等を行い犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更

生について、理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪

のない社会の実現を目指す。 生涯学習課

(2)
安全・
安心の
まちづ
くりの
推進

②地域
安全活
動の推
進

③こど
もへの
有害環
境対策
の推進

防犯講習の実
施

パトロール活動
の推進

ＰＴＡ等の学校関係者や防犯ボランティア等の地域団体、関
係機関と連携し、学校付近や通学路等において見守り隊等
のパトロール活動を実施します。

幼児期・学
童期・思春
期

こどもが犯罪等に遭わないようにするための防犯教室を各
小中学校で実施します。
関係機関との情報共有を図り、犯罪に巻き込まれないよう
非行防止と健全育成に努めます。

幼児期・学
童期

37



白河市こども計画 5.支援が必要なこども・若者・子育て当事者も希望を叶えるまち

小項目 対象
いじめの早期
発見・早期対応

学級満足度尺度と学校生活意欲尺度を測定できるＱＵテス
トを年２回実施し、より良い学級づくりのために活用を図ると
ともに、より良い人間関係づくりを進めることで、いじめの未
然防止、早期発見に努めます。
児童生徒対象、保護者対象のアンケート調査を定期的に実
施します。

学童期・思
春期

A

継続

学級満足度尺度と学校生活意欲尺度を測定できるＱＵテストを年

２回実施し、より良い学級づくりのために活用を図るとともに、より良

い人間関係づくりを進めることで、いじめの未然防止、早期発見に努

める。

児童生徒対象、保護者対象のアンケート調査を定期的に実施す

る。

学校教育課

不登校児童生
徒への早期対
応

ＱＵテストを実施し学級の実態を把握することで、不登校の
未然防止、早期対応、早期解決に努めます。

学童期・思
春期

A

継続

ＱＵテストを実施し学級の実態を把握することで、不登校の未然防

止、早期対応、早期解決に努める。
学校教育課

問題行動およ
び非行の防止

生徒指導研修会や校長会、教頭会を通して、ＱＵテストを始
めとする各種調査の分析やこどもと向き合う時間の十分な
確保、日常生活の観察に努めるよう働きかけます。

学童期・思
春期

A

継続

生徒指導研修会や校長会、教頭会を通して、ＱＵテストを始めとす

る各種調査の分析やこどもと向き合う時間の十分な確保、日常生

活の観察に努めるよう働きかける。 学校教育課

家庭・地域・関
係機関との連
携

見守り隊との交流や親子行事の開催に加え、日常生活や
道徳の授業を通して、あいさつの励行や共同活動の充実を
図ります。

学童期・思
春期

A

継続

見守り隊との交流や親子行事の開催に加え、日常生活や道徳の授

業を通して、あいさつの励行や共同活動の充実を図る。
学校教育課

スクールカウン
セラー配置事業
【再掲】

各小中学校にスクールカウンセラーを配置し、児童・生徒、
保護者にカウンセリングを行います。また、スクールカウン
セラーと教職員によるコンサルテーションを行い、関係機関
との連携を図りながら、問題の早期対応につなげます。
※コンサルテーション
　相談、専門家の診断や鑑定を受けること

学童期・思
春期・子育
て当事者

A

継続

【再掲】

各小中学校にスクールカウンセラーを配置し、児童・生徒、保護者に

カウンセリングを行う。また、スクールカウンセラーと教職員によるコン

サルテーションを行い、関係機関との連携を図りながら、問題の早期

対応につなげる。

学校教育課

(1)
学校生活等課
題を抱えるこ
どもの支援

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業
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小項目 対象

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業

相談・立直り支
援の推進

いじめ等の被害を受けたこどもの早期発見と早期対応に努
めるとともに、立直りを支援するため、関係機関と連携した
きめ細かな相談体制の整備に努めます。
各校において教育相談の充実を図るとともに、各校の必要
に応じて、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワー
カーを派遣します。

学童期・思
春期

A

継続

いじめ等の被害を受けたこどもの早期発見と早期対応に努めるとと

もに、立直りを支援するため、関係機関と連携したきめ細かな相談

体制の整備に努める。

各校において教育相談の充実を図るとともに、各校の必要に応じ

て、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを派遣する。

学校教育課
こども支援課

こども家庭セン
ターの設置
【再掲】

令和6年4月から、これまでの「子育て世代包括支援セン
ター」と「子ども家庭総合支援拠点」を一体化し、「こども家庭
センター」として、全ての妊産婦・子育て家庭・こどもへの新
たな支援体制をスタートさせ、関係機関との連携を図りなが
ら、実情に応じた切れ目ない支援につなげます。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

【再掲】

関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支援につな

げる。 こども支援課

虐待の早期発
見・早期対応

虐待の早期発見・早期対応を進めるため、こども家庭セン
ターとして妊娠期からの切れ目ない支援の充実や、幼稚園
や保育園、小中学校、子育て支援機関等との連携を図りま
す。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

虐待の早期発見・早期対応を進めるため、こども家庭センターとして

妊娠期からの切れ目ない支援の充実や、幼稚園や保育園、小中学

校、子育て支援機関等との連携を図る。
こども支援課
学校教育課

虐待に関する
相談支援体制
の充実

虐待に関する相談については、児童相談所に加え、児童家
庭支援センターとも連携し、支援体制の充実を図ります。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

虐待に関する相談については、児童相談所に加え、児童家庭支援

センターとも連携し、支援体制の充実を図る。
こども支援課

要保護児童対
策地域協議会
の推進

児童福祉法に基づく「白河市要保護児童対策地域協議会」
では、代表者会議、実務者会議及びケース検討会議を開催
します。各構成機関の連携のもと、児童の虐待防止と健全
育成に努め、地域全体で子育て支援を推進し、要保護児童
へのきめ細かな対応に取り組みます。また、市内の小中学
校、幼稚園・保育園・認定こども園等に通うすべての児童・
生徒にチラシを配付し、児童虐待の啓発を図ります。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

児童福祉法に基づく「白河市要保護児童対策地域協議会」では、

代表者会議、実務者会議及びケース検討会議を開催し、各構成機

関の連携のもと、児童の虐待防止と健全育成に努め、地域全体で

子育て支援を推進し、要保護児童へのきめ細かな対応に取り組む。

また、市内の小中学校、幼稚園・保育園・認定こども園等に通うすべ

ての児童・生徒にチラシを配付し、児童虐待の啓発を図る。

こども支援課

(1)
学校生活等課
題を抱えるこ
どもの支援

(2)
児童虐待防止
対策の推進
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小項目 対象

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業

乳児全戸訪問
（こんにちは赤
ちゃん）事業
【再掲】

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、不安
や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供を行うととも
に、親子の心身の状況や養育環境等の把握や助言を行い
ます。

子育て当事
者（乳児
期）

A

継続

【再掲】

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、不安や悩みを

聞き、子育て支援に関する情報提供を行うとともに、親子の心身の

状況や養育環境等の把握や助言を行う。
こども支援課

ホームスタート
事業
【再掲】

未就学児のこどもがいる世帯を対象に、地域の子育て経験
者（ホームビジター）が家庭を訪問し、傾聴と育児や家事を
協働して行うことにより、ネグレクト（育児放棄）等の虐待防
止及び早期発見、並びに親の地域社会との関わりを手助け
することにより、孤立の防止などに努めます。

子育て当事
者（乳幼児
期）

A

継続

【再掲】

未就学のこどもがいる家庭を対象に、地域の子育て経験者（ホーム

ビジター）が家庭を訪問し、傾聴と育児や家事を協働して行うことに

より、ネグレクト（育児放棄）等の虐待防止及び早期発見につな

げるとともに、親の地域社会との関わりを手助けすることにより、孤立

の防止などに努める。

こども支援課

乳幼児健康診
査
【再掲】

乳幼児の健康保持、増進及び病気の早期発見のために、４
か月児、１歳６か月児、３歳児を対象にした健康診査及び1
歳児、２歳児歯科健康診査を行います。
継続的に支援を要するこどもを把握し、受診後に適切なフォ
ローを行います。また、未受診児に対しては、電話・文書・訪
問により受診を勧めます。

乳幼児期 A

継続

【再掲】

乳幼児の健康保持、増進及び病気の早期発見のために、１か月

児、１歳６か月児、３歳児を対象にした健康診査及び１歳児、２

歳児歯科健康診査を行う。

継続的に支援を要するこどもを把握し、受診後に適切なフォローを

行う。また、未受診児に対しては、電話・文書・訪問により受診を勧

める。

こども支援課

障がい児教育
の充実

市内の幼稚園・保育園・こども園等において心身の発達に
不安のあるこどもの教育相談や教育の充実に努めます。
教育委員会で該当園児の実態把握に努め、家庭児童相談
員による教育相談を行い、就学への円滑な移行を進めま
す。

幼児期・学
童期・子育
て当事者

A

継続

市内の幼稚園・保育園・こども園等において心身の発達に不安のあ

るこどもの教育相談や教育の充実に努める。

教育委員会で該当園児の実態把握に努め、家庭児童相談員によ

る教育相談を行い、就学への円滑な移行を進める。

学校教育課
こども支援課
こども育成課

療育体制の整
備

障がい児に対する療育体制を整備するために、保健・医療・
福祉・教育等の連携の強化を図ります。

幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

障がい児に対する療育体制を整備するために、保健・医療・福祉・

教育等の連携の強化を図る。
社会福祉課

(2)
児童虐待防止
対策の推進

(3)
障がい児施策
の充実
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小項目 対象

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業

障がい児の在
宅生活支援

障がいを有する児童が地域生活を送りやすいように、家庭
介護の状況により、ホームヘルプサービスや介護者の一時
的用事のため介護できない場合に短期入所を提供します。
療育指導が必要な児童に対し、児童通所支援施設におい
て、児童発達支援や放課後等デイサービス等を提供すると
ともに、一人ひとりの抱える課題を適切に解決するために障
がい児相談を支援します。

幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

障がいを有する児童が地域生活を送りやすいように、家庭介護の状

況により、ホームヘルプサービスや介護者の一時的用事のため介護

できない場合に短期入所を提供する。

療育指導が必要な児童に対し、児童通所支援施設において、児童

発達支援や放課後等デイサービス等を提供するとともに、一人ひとり

の抱える課題を適切に解決するために障がい児相談を支援する。

社会福祉課

就学前の障が
い児の発達支
援の無償化

子育て家庭を応援するため、３～５歳の障がい児が利用す
る児童発達支援等のサービスについて、利用者負担の無償
化を継続して実施します。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

子育て家庭を応援するため、３～５歳の障がい児が利用する児童

発達支援等のサービスについて、利用者負担の無償化を継続して

実施する。 社会福祉課

白河っ子応援
事業【再掲】

幼稚園・保育園・認定こども園を訪問し、年中児（４～５歳）を
対象にすこやか相談会やフォローアップを実施します。

幼児期・子
育て当事者

A

継続

【再掲】

幼稚園・保育園・認定こども園を訪問し、年中児（４～５歳）を対

象にすこやか相談会やフォローアップを実施する。保護者にも参加し

ていただき、子どもの遊びの様子を共有した後、臨床心理士言語聴

覚士・保健師・相談員による個別の相談会を実施する。

こども育成課

特別児童扶養
手当の支給

20歳未満で身体又は精神に障がいを有する児童を家庭で
監護、療育している父母等を対象に特別児童扶養手当を支
給します。

子育て当事
者（幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

20歳未満で身体又は精神に障がいを有する児童を家庭で監護、

療育している父母等を対象に特別児童扶養手当を支給する。
社会福祉課

障がい児福祉
手当の支給

20歳未満で障がいが重度のため日常生活において常時介
護を必要とする状態にある在宅の方に障がい児福祉手当を
支給します。

幼児期・学
童期・思春
期

A

継続

20歳未満で障がいが重度のため日常生活において常時介護を必

要とする状態にある在宅の方に障がい児福祉手当を支給する。 社会福祉課

自立支援医療
（育成医療）の
助成

18歳未満の身体障がいのある児童で、障がいを除去、軽減
する手術等の治療によって確実に効果が期待できる者に対
して、生活の能力を得るための育成医療費を助成します。

幼児期・学
童期・思春
期

A

継続

18歳未満の身体障がいのある児童で、障がいを除去、軽減する手

術等の治療によって確実に効果が期待できる者に対して、生活の能

力を得るための育成医療費を助成する。
社会福祉課

(3)
障がい児施策
の充実
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小項目 対象

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業

補装具費の支
給

身体に障がいのある児童が、将来社会人として自活するた
めの育成を助長するために、身体機能を補完・代替する補
装具の交付と修理を行います。

幼児期・学
童期・思春
期

A

継続

身体に障がいのある児童が、将来社会人として自活するための育成

を助長するために、身体機能を補完・代替する補装具の交付と修理

を行う。
社会福祉課

地域生活支援
事業

単独で外出困難な障がい児の余暇活動や社会参加のため
の移動支援を提供します。
見守りが必要な児童の預かりを行う「日中一時支援」を提供
します。
障がい児の日常生活がより円滑に行われるよう、日常生活
用具の給付を行います。

幼児期・学
童期・思春
期

B

拡充

単独で外出困難な障がい児の余暇活動や社会参加のための移動

支援を提供する。

見守りが必要な児童の預かりを行う「日中一時支援」を提供する。

障がい児の日常生活がより円滑に行われるよう、日常生活用具の

給付を行う。

社会福祉課

医療的ケア児支
援事業

医療的ケアが必要なこども（医療的ケア児）の支援のため、
「医療的ケア児等コーディネーター」を配置し、圏域内の現
状を把握しながら医療、福祉、教育分野の連携を総合的に
調整するとともに、多様なニーズに対応するため、通所や短
期入所施設、訪問サービス事業所等、社会資源の充実を促
進します。

幼児期・学
童期・思春
期

C

新規

医療的ケアが必要なこども（医療的ケア児）の支援のため、「医療

的ケア児等コーディネーター」を配置し、圏域内の現状を把握しなが

ら医療、福祉、教育分野の連携を総合的に調整するとともに、多様

なニーズに対応するため、通所や短期入所施設、訪問サービス事業

所等、社会資源の充実を促進する。

社会福祉課

特別支援学級
児童生徒の適
正な就学

こども一人ひとりに対する日常生活における観察の充実、
変容の把握に努め、各校の必要に応じて、指導主事等を派
遣します。

学童期・思
春期

A

継続

各校の必要に応じて、指導主事等を派遣する。

学校教育課

特別支援教育
の推進

学習障がい（ＬＤ）、注意欠陥／多動性障がい（ＡＤＨＤ）、高
機能自閉症等、教育や療育に特別のニーズのあるこどもに
ついて、教員の資質向上のために研修の機会（支援員研修
会、特別支援学級担当研修会、担当者会議）を持つととも
に、個別のかかわりへの支援をします。

学童期・思
春期

A

継続

支援員研修会・・２回実施予定

特別支援学級担任研修会・・１回実施予定

担当者会議・・１回実施予定 学校教育課

こども家庭セン
ターの設置
【再掲】

令和6年4月に、これまでの「子育て世代包括支援センター」
と「子ども家庭総合支援拠点」を一体化し、「こども家庭セン
ター」として、すべての妊産婦・子育て家庭・こどもへの新た
な支援体制をスタートさせました。
関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支
援につなげます。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

【再掲】

関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支援につな

げる。 こども支援課

(3)
障がい児施策
の充実

(4)
こどもの貧困・
生活困窮対策
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小項目 対象

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業

生活困窮者自
立相談支援事
業

生活困窮者自立支援法（平成27年４月１日施行）に基づき、
生活サポート相談窓口を設置して、相談支援員による生活
困窮者の相談を実施します。そのため、主任相談支援員、
就労支援員、相談支援員、家計改善支援員、就労準備支援
員の相談体制を確保します。
自立へ向けた支援プランを作成し、ハローワークと連携した
就労活動のサポートを実施するなど、生活に困窮した者が、
生活保護に至る前に自立した安定的な生活を送ることがで
きるよう支援します。

思春期・青
年期・子育
て当事者

A

継続

①自立相談支援事業（相談業務）

②住居確保給付金（家賃補助、引越費用補助（R7～））

③就労支援事業（就労を支援業務）

④就労準備支援事業（就労に向けた準備、自立を促す事業）

⑤家計改善支援事業（家計収支を見える化する事業）

⑥子どもの学習・生活支援事業（学習支援や養育など支援）

⑦居住支援事業（シェルタ事業（R7～））

社会福祉課

ひきこもり相談
支援センターの
設置運営

ひきこもり状態にある人やその家族の悩みや問題解決のた
め、民間委託によるワンストップ窓口「白河市ひきこもり相談
支援センターＴＵＮＡＧ～つなぐ～」を中心に、関係機関と連
携し、相談支援や適切な支援機関への案内・誘導を行いま
す。

学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

①ひきこもり自立支援事業

（ひきこもりに特化した相談窓口を設置・運営し、来所や電話、電

子メール及び訪問、アウトリーチ等による相談支援、居場所づくり、

社会参加への応援、支援者の定例会の開催）

②ひきこもり等孤独・孤立対策推進事業

（孤独・孤立の問題を抱える幅広い世代を対象とした相談支援や

オンライン居場所づくり、出張相談会を実施する）

社会福祉課

若者居場所づく
り事業の設置
運営

ひきこもりやニートなど、他者とのコミュニケーションが苦手
であったり、就労への意識が低かったりと、社会生活を営む
上で困難を抱える若者（概ね年齢15歳～39歳）に対し、関係
町村と共同で、社会と個人をつなぐ居場所（ユースプレイス）
を提供し、就労や進学など社会的な自立に向けた各種プロ
グラムを行います。

思春期・青
年期

A

継続

①ユースプレイス県南

（個別相談、ボランティア体験、コミュニケーション能力アップのため

のプログラム、就労支援の実施）
社会福祉課

こども家庭セン
ターの設置
【再掲】

令和6年4月から、これまでの「子育て世代包括支援セン
ター」と「子ども家庭総合支援拠点」を一体化し、「こども家庭
センター」として、全ての妊産婦・子育て世帯・こどもへの新
たな支援体制をスタートさせ、関係機関との連携を図りなが
ら、実情に応じた切れ目ない支援につなげます。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

【再掲】

関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支援につな

げる。 こども支援課

(4)
こどもの貧困・
生活困窮対策

(5)
ひきこもり支
援の推進

(6)
ケアラー支援
の推進
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小項目 対象

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業

白河っ子家事・
育児サポート事
業
【再掲】

家事・育児等に不安・負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤ
ングケアラー等がいる家庭の居宅を訪問支援員が訪問し、
家族が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家事・育児等
の支援を行います。

子育て当事
者（妊娠
期・乳幼児
期・学童
期）・学童
期・思春期

A

継続

【再掲】

家事・育児等に不安・負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケ

アラー等がいる家庭の居宅を訪問支援員が訪問し、家族が抱える

不安や悩みを傾聴するとともに、家事・育児等の支援を行う。 こども支援課

ケアラー・ヤン
グケアラー講演
会

「白河市ケアラー支援の推進に関する条例」に基づき、ケア
ラーの現状や当事者への理解を深め、市、市民、事業者、
関係機関に求められる役割や関係機関における連携の重
要性などを学び、ケアラー支援の人材を育成することを目指
し、講演会を実施します。

学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

市民・事業者・関係機関を対象に、ケアラーが置かれている状況及

びケアラー支援等に関する知識を深めるための講演会・研修会を開

催する。

講演会・研修会終了後には参加者に対して市独自の受講修了証を

配布し、今後のケアラー支援を担う支援者の育成につなげる。

社会福祉課

ひとり親家庭
ジョブサポート
事業

ひとり親家庭の親に対して生活の安定と自立のために寄り
添う「就業支援専門員」を配置し就業支援体制を確保しま
す。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

ひとり親家庭の親に対して生活の安定と自立のために寄り添う「就

業支援専門員」を配置し就業支援体制を確保する。

こども支援課

児童扶養手当
の支給

児童を養育しているひとり親家庭等の生活の安定と自立を
助け、児童の福祉の増進を図るため手当を支給します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

児童を養育しているひとり親家庭等の生活の安定と自立を助け、児

童の福祉の増進を図るため手当を支給する。
こども支援課

母子・父子・寡
婦福祉資金貸
付金

ひとり親家庭の経済的自立と児童の福祉の増進を図るた
め、目的に応じて、原則無利子で資金を貸し付けます。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）・思春
期・青年期

A

継続

ひとり親家庭の経済的自立と児童の福祉の増進を図るため、目的

に応じて、原則無利子での資金貸し付けを行う。
こども支援課

ひとり親家庭医
療費助成事業

経済的困難にあるひとり親家庭の健康と福祉の増進を図る
ため、医療費の一部を助成します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

経済的困難にあるひとり親家庭の健康と福祉の増進を図るため、医

療費の一部を助成する。
こども支援課

(7)
ひとり親家庭
の自立支援

(6)
ケアラー支援
の推進
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白河市こども計画 5.支援が必要なこども・若者・子育て当事者も希望を叶えるまち

小項目 対象

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業

ひとり親家庭
キャリアアップ
応援給付事業

ひとり親家庭の親が、看護師や介護福祉士等の養成機関
で資格取得を目指す場合に、修学期間中の生活費の負担
軽減を図るため、給付金を支給します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

ひとり親家庭の親が、看護師や介護福祉士等の養成機関で資格取

得を目指す場合に、修学期間中の生活費の負担軽減を図るため、

給付金を支給する。
こども支援課

ひとり親家庭
キャリアアップ
応援貸付事業

養成機関で資格取得中のひとり親家庭の親に対し、生活費
月５万円（こどもの人数による加算有り）を貸し付けるととも
に、修了後、一定の条件を満たした場合にはその返還を免
除し、経済的自立を支援します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

養成機関で資格取得中のひとり親家庭の親に対し、生活費月５万

円（こどもの人数による加算有り）を貸し付けるとともに、修了後、

一定の条件を満たした場合にはその返還を免除し、経済的自立を

支援する。
こども支援課

ひとり親家庭等
自立支援教育
訓練給付金事
業

ひとり親家庭の親が経済的自立を図るために、対象講座を
受講し、修了した場合に受講費用の一部を助成します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）

A

継続

ひとり親家庭の親が経済的自立を図るために、対象講座を受講し、

修了した場合に受講費用の一部を助成する。
こども支援課

ひとり親家庭高
等学校卒業程
度認定試験合
格支援事業

ひとり親家庭の親又は20歳未満のこどもが、就職・転職に
よって、自立や生活の安定を図るため、高等学校卒業程度
認定試験合格を目指す講座を受講する場合に、その受講
費用の一部を助成します。

子育て当事
者（乳幼児
期・学童
期・思春
期）・思春
期

A

継続

ひとり親家庭の親又は20歳未満のこどもが、就職・転職によって、

自立や生活の安定を図るため、高等学校卒業程度認定試験合格

を目指す講座を受講する場合に、その受講費用の一部を助成する。 こども支援課

結婚支援の充
実

婚姻件数の減少は少子化の原因の一つと考えられていま
す。
結婚は個人の価値観に委ねられるものですが、結婚を希望
する人に対して出会い、交際、成婚まで一貫したサポート体
制を構築し、支援します。
また、平日の夜間帯に若者が気軽に交流できるイベントを
定期的に開催し、未婚者に自然な出会いの場を提供しま
す。

青年期 A

継続

前年度に引き続き、結婚専門員２名、良縁あわせ隊による伴走型

結婚支援を実施する。

「ヨル活交流事業」として、ジャンルの異なる小規模な交流イベントを

市内で全６回（各回10名程度）を開催し、若者同士の交流を生

み出すことで、若者の希望する「自然な出会い」を創出する。

生活防災課

不妊治療費助
成事業
【再掲】

こどもを持つ・持たないは夫婦の価値観に委ねられるもので
すが、こどもを希望する夫婦がこどもを持てるよう、不妊治
療を行う夫婦の経済的負担を軽減するため、保険適用外と
なる不妊治療費と不妊症検査費用の一部及び治療にかか
る通院に対する助成を行います。

青年期 A

継続

【再掲】

不妊治療を行う夫婦の経済的負担を軽減するため、保険適用外と

なる不妊治療費と不妊症検査費用の一部及び治療にかかる通院

に対する助成を行う。

こども支援課

(7)
ひとり親家庭
の自立支援

(8)
若者の希望が
叶う環境づく
りの推進
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白河市こども計画 5.支援が必要なこども・若者・子育て当事者も希望を叶えるまち

小項目 対象

基本
施策
施策の展開 担当課取組

方針
具体的な事業内容

令和７年度　指針
主な取り組み・事業

こども家庭セン
ターの設置
【再掲】

令和6年4月から、これまでの「子育て世代包括支援セン
ター」と「子ども家庭総合支援拠点」を一体化し、「こども家庭
センター」として、全ての妊産婦・子育て家庭・こどもへの新
たな支援体制をスタートさせ、関係機関との連携を図りなが
ら、実情に応じた切れ目ない支援につなげていきます。

妊娠期・乳
幼児期・学
童期・思春
期・子育て
当事者

A

継続

【再掲】

関係機関と連携を図りながら、実情に応じた切れ目ない支援につな

げる。 こども支援課

福祉まるごと相
談窓口

様々な問題を抱え、相談先にお困りの方や複雑・複合化す
る課題があり単独の課で解決ができない相談を受け止め、
市民の悩みや困り事を埋もれたままにしないために、令和３
年７月27日に「福祉まるごと相談窓口」を開設しました。保健
福祉部各課職員が相談員として対応する体制を確保し、連
携を図り対応します。

学童期・思
春期・青年
期・子育て
当事者

A

継続

①相談員は２課で週ごとの輪番とし、１課１名ずつの２名(正・

副)体制とする。

② 相談内容が単独の課で対応できる場合は、その担当課職員につ

なぎ終結する

③ 解決が困難で複数の課の連携支援が必要と判断される場合は

社会福祉課社会生活支援係は、ケース会議を開催する。

社会福祉課

（9）
包括的な支援
体制の構築
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